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協議会はメンバー拡大
　
筑波大学生命環境系の研究室でＤＮＡ研究などの論文のデータ改ざんが発覚
し、７月、男性元教授、女性元講師に諭旨解雇相当などの処分が出た問題で、研究室のデータ管理がずさんで改ざんした人物が特定できないことや、論文の責任著者の男性元教授は改ざんには関与しなかったものの、それを見逃してい ことなどが筑波大の調査報告書（約
60㌻）でわかった。これらの経緯は理化学研究所
で起きたＳＴＡＰ細胞に関する研究不正に酷似。筑波大は再発防止に全力を挙げる。
　　　
（新田萌夏＝社会学類２年、山野辺拓実＝同１年、２面に「記者の目」 ）
　
筑波大学新聞は創刊
40周年
を迎えた。創刊当時の編集代表、 鈴木博雄氏は創刊 辞で、「新聞の自由とは批判の自由」と書いた。批判精神を貫き、大学文化の担い手となる。そ
の信念は今も変わらない▼同じ
40年
前の１９７４年。米共和党のニクソン大統領が任期途中で辞任した。発端は
72年に民主党本部で起き 侵入
事件だ。対立する民主党の情報を探ろうと、大統領側 盗聴器の設置を画策。 の全容をワシントンポスト紙が地道な取材で報じ、大統領を辞任に追い込んだ。 「ウォーターゲート事件」だ▼事件を追ったのは同紙の若手記者、ウッドワードとバーンスタインの二人。数々の圧力にも屈
　
不正は外部から指摘さ
れ、大学は
12年５月、調査
委員会を設置、今年３月に調査報告書 まとめていた。　
それによると
06年〜
08年
の間、男性元教授が責任著者、女性元講師が筆頭著者などとなった３論文で、実験結果を示す４画像に、画像の切り貼りが行われていた。また、同委員会が調べたところ、実験で得られ
経緯
 理研と酷似オリジナルなデータは紛失していた。　切り貼りされた４画像のうち１つは、元講師が改ざんしたと認定。だが、残りの３画像の改ざん者は特定できなかった。調査に携わった三明康郎副学長（研究担当）によると、当時研究室ではす 結果がわかっている実験を、経験ため学生などに再度行わせるケースがあった。こ 際
することなく、夜回り取材や丹念な調査をもとに記事を書き続けた。彼らの連日の報道が政権の不正を白日のもとにさらし、世論を大きく動かした▼今、誤報で朝日新聞が揺れている。新聞社 は「世間 真実 伝える」義務があり、誤報やねつ造は許されてはならない。だが現場の記者たちは今も、批判精神を胸に真実を追い続けて と思う▼ワシントンポスト紙の記者のように、本紙はこれからも、事実を追及する新聞であり続けたい。批判精神を忘れず、地道な取材を繰り返し、知られざ事実を掘 当て、読者に新し 視点を提供すると誓う。そして今一度、新聞を作るこ ができる喜びを 強く噛みしめたい。
得られた画像の一部も今回の論文に使われたのではないかと見 るが、 「結果がわかっている再現実験」（男性元教授）なため、オリジナルデータや、データ作成者らの情報がきちんと管理されず、改ざん者特定に結びつかなかったという。　
研究室の関係者は「実験
では学生を含む研究室の複数のメンバーが同じ結果を出しており、誰のデータが最終的に論文に採用されたかわからない状況だった」と証言している。　
今年、理化学研究所で起
きたＳＴＡＰ細胞の論文に関する研究不正では、①論文の一部が盗用された
り、画像データが切り貼りされていた②実験ノートをはじめとする実験データ管理がず んだっ ③論文の共同執筆者は画像データの改ざんに関与しなか ものの、それを見過ごしていた……などが判明。今回の筑波大 不正行為とよく似ており、同大では
10月から
　
首相の諮問機関である「教育再生
実行会議」で９月、筑波大学大学院が来年度から内容を充実・拡大させ開講する「国際日本研究専攻」 （人社研究科）が「日本的価値観について、世界の理解と関心を呼ぼうとするプログラム」と最大限の評 されていたことがわかった。筑波大では９月から同専攻 募集を開始しており、定員は博士前期、後期プログラム計
44人を予定している。
　
同会議は、いじめ問題や
グローバル化に対応する教育などの審議を目的に、昨年発足。首相、官房長官、文科相と有識者らで構成され、過去
25回開かれた。特
にグローバル化問題では、大学に対し海外キャンパス設置や英語授業の推進などを提言してきた。　
この中で９月
17日の会議
では、アフラック最高顧問の大竹美喜氏が資料を提出。同専攻について、 「高度グローバル人材の育成行うと同時に、日本の特質を世界に発信する拠点 目指す（日本）初 教育プログラム」と絶賛した。さらに大竹氏は同専攻を▽グローバル人材 目指す若者が日本の文化、 歴史、 社会、メディア、 言語などを人文 ・社会科学両面から複合的に学べる▽留学生 も門戸が開かれている……などと指摘。 「クール ・ ナレッジ（知識） ・ジャパン」といえる
紙面から
ミニ特集
特集
蓑田助教の研究ビジコン 小説家学生団体ＡＬＩＳ柔道世界選手権サッカー
藻類でレアアース回収「起業するならつくば」『アンネの日記』
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留学生 4500 人への道
教育再生実行会議で評価
プログラムと分析し、 「大きな関心をもって見守りたい」と結んでいる。　
同専攻は「日本から世界
へ、世界から日本へ」をモットーに日本研究の国際的な発信拠点を目指す。４つの学位プログラムが用意され、現代日本の特質解明のための問題解決型・実践型の能力を養うのが目的。これまで博士前期プログラムは開講されていなかったが、 今後は最短３年で修士 ・博士号が取得できるほか社会人入学制度などの特徴がある。　
同専攻の佐藤貢悦専攻長
（人社系・教授）は「本専攻は日本のソフトパワーの増進に貢献することを目指している。 文化、社会の特質を深く理解した上で、国際社会の発展に貢献できる高度な人材、国際的研究者を育成 ていきたい」と話している。
　
責任著者改ざん見逃す
論文の独自性をチェックするソフトを導入。また画像データの作成者や時期を明記した報告書 作成を義務化し、不正防止を図る。　
調査
の
結果筑波大は７
月、女性元講師を諭旨解雇相当、男性元教授を停職６カ月相当の処分との結論を出したが、２人はその前に
国際日本研究専攻のロゴマーク。来年度から内容を拡大させて開講される
寄贈へ
筑波大研究不正　街灯がなく深夜、路上わいせつ事件（暴行を含む性的嫌がらせ）が頻発していた筑波大学そばの道路に、つくば市が今年度中に複数
の街灯を設置することが分かった。同市はまた、関係機関が参加し街灯問題を協議する予定の「明るい ちづくり協議会（仮） 」につ
いても、これまでの筑波大や茨城県などに加え、新たに約
20の研究機関に参加を
求める方針で、つくばの街灯問題は解決に向け 大き
く動き出した。
（平嶋健人＝
社会学類３年）　
同市によると、街灯が設
置されるのは春日４丁目の筑波大と筑波技術大学の間の道。付近は街灯がないた
め夜極端に暗く、昨年、女性を狙った事件が急増、筑波大生や自治体から街灯設置の要望が高まっていた。　
これを受け同市では、７
月ごろから設置 検討、両大学と協議していた。計画では筑波技術大 周辺の歩道に複数の街灯を、筑波大の西側や、近くの交差点に「ハイウェイ灯」 （高さ約
10
㍍）と呼ばれる照射範囲の
広い街灯を数基設ける予定で、具体的な設置場所は今後、両大学と話し合う。　
一
方、
発
足が予定され
る「明るいまちづくり協議会（仮称） 」につ て同市は、 「宇宙航空研究開発機構」 や 物質 ・ 材料研究 構」など、大通り沿いの研究機関約
20団体についても参加
を求め、メンバーを拡大したい意向。今月中にも各団
歳時記
つくば
8 月 30、31 日につくばセンター周辺で
開催された「まつりつくば」。街が晩夏
の夕闇に包まれるころ、暖色光を放つね
ぶたが、力強く、参加者の熱気と共に過
ぎ去っていった。（小野憲司＝社会学類）
春日４丁目に街灯設置へつくば市
日本研究の発信拠点目指す
退職している。男性教授は東京大学分子細胞生物学研究所に
96年から
02年まで在
籍していたが、複数の論文でのねつ造・改ざんに関与していたことも判明る。　
今回の問題で、三明副学
長は「不正は誠に遺憾で、再発防止に努める。研 者体への説明会を開き、街灯問題の解決に向けた効果的な協議を進めたいとしている。　
筑波大周辺に暗い夜道が
多いことから本紙では昨年
11月から 「つくばに街灯を」
のキャンペーンを開始。関係機関の取り組みや、事件の被害者の取材を続けていた。
国際日本研究専攻
はこの問題で萎縮することなく、積極的な研究を行ってほしい」 と話した。また、調査委員会委員の白岩善博教授（生環系）は、 「再発防止に努めること もちろんだが、 （学生ら ）自由な発想の下で学問研究に取り組んでほしい」と話している。
上＝論文に掲載された改ざん画像、下＝同画像に見られる切り貼りなどの加工の跡
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東京キャンパスの講義を文字起こしする筑波キャンパス
　
聴覚や視覚、運動機能などに障害のある筑波大学生への支援体制の整備が進ん
でいる。障害学生支援室では３月以降、東京キャンパスで学ぶ聴覚障害学生のために、筑波キャンパスの支援者がインターネットを通じて、講義内容を文字に起こすなどの情報支援を行う 「遠隔地情報支援システム」 を整備。 本部棟前には２月、横断歩道を渡 人をセ サーが感知し、電光掲示板で車に注意を促す支援システムが設置されたが、６月にはそ 改良を行った。竹田一則障害学生支援室長（人間系・教授）によると「筑波大の障害学生在籍数は増加傾向にあり、さらに体制を充実させていく」方針だという。
　　　　　　
（添島香苗＝生物学類２年）
　
聴覚障害のある学生が授
業を受ける際は通常、隣で講義内容を要約してパソコンに文字 打ち込む専門の支援者が必要だ。だが、これまで東京キャンパスには訓練を受けた専門の支援者が常駐しておらず、聴覚障害のある学生への支援が十分ではなかった。　
これを受け同支援室では
３月、 東京キャンパスに 「遠隔地情報支援システム」を設置した。東京キャンパスで行われる講義の映像を、筑波キャンパスの 者に中継。映像を見ながら
者がパソコンで講義内容を文字に起こすと、インターネット経由でその内容が東京キャンパスの講義室のモニターにリアルタイムに表示される仕組みを整備した。同システムは、複数のキャンパスを持つ大学で、聴覚障害者の支援環境がないキャンパスが受け入れ体制を作る際のモデルケースになるとして期待される。　
また、６月には本部棟前
の横断歩道に設置された、車椅子や視覚障害者、運動障害者向けの支援システムを改良した。　
このシステムは交差点の
四隅の柱にあるセンサーが横断者を感知すると、柱上の電光掲示板 「歩行者あり」などのメッセージが表示され、自動車 運転手に注意を喚起するも 。今年２月に導入したが、同支援室に障害学生から「センサーの位置が分か にくく感知されない時があり、危ない」という意見 寄せら
障害学生への支援体制
 拡充
藻類でレアアース回収低コスト再利用に期待
れたため、横断歩道前にセンサーの感知位置を知らせる足跡のマークを新たに塗装した。　
筑波大には現在約
70人の
障害学生が在籍。筑波大はその積極的な支援から、全国で９大学ある日本学生支援機構の「障害学生修学支援ネットワーク」の拠点校の一つに採択されてい 。　
今後の課題は発達障害の
ある学生への支援だ。発達障害とは、自閉症スペクトラム障 や学習障害（ＬＤ） 、注意欠陥・多動性障害（ＡＤＨＤ）の総称。外見では障害の有無が分かりづらいため、障害の特性に応じて履修科目や成績評価方法を検討し、調整するなどの支援が必要だ。竹田支援室長は「対人関係がうまくいかないなどの問題から強いストレスを感 、不安や抑うつにつ がる場合があるため、保健管理センターとの連携も図って きたい」と話した。
　
藻
類
の
一種「ガルディエリア」でレアアース＝
　
＝を回収する研究を行う
蓑みのだあゆみ
田歩
助教（生環系）らの研究が進展している。同助教らは、 これまでガルディ
エリアで回収することが難しいとされていた条件下で、レアア スを効率よく回収することに成功。この藻類によって、鉄や銅などの複数の金属が混ざった金属性廃棄物などから、レアアースを回収する効率が大幅に向上すると期待されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（林健太郎＝社会学類２年、 写真も）
　
ガルディエリアは温泉の
源泉付近に生息する藻類で、銅などの金属を回収することが知られていた。　
今
回
の
実験では、レア
アースを回収することが特に難しいとされてきた環境
にガルディエリアを置き、５つの条件で培養。それぞれについてレアアースの回収率を比較することで、レアアースを効率よく回収する条件を見つけ出した。　
ガル
デ
ィエリアがレア
アースを回収するメカニズムは完全に解明されていないが、実用化されれば、低コストで効率よくレアアースを回収できるようになると期待されている。　
レアアースが原料として
用いられている自動車のモーターなどから、レアアースを完全にリサイクルすることは技術的 難しく、レ ア スの一部を回収するためには高価 化学薬品が必要。高コストになる問題があるた 、日本では現在、少なくとも６００億円相当のレアスがリサイクルでき いまま廃棄されている。　
蓑田助教は「実用化には
まだ遠いが、なぜガルディエリアがレアアースを じめとした金属を回収できるのかを明らかにし、社会の役に立ちたい」と語った。　
レ
ア
ア
ース
＝スカンジ
ウム、ランタンなどの希少な元素。省エネ家電製品
東京の講義の文字起こし
管弦楽団第
76回定期演奏会
　
筑波大学管弦楽団第
76回定期演奏会（葛飾公演）が
10月
13日 （月 ・ 祝） にかつしかシンフォニーヒルズモー
ツァルトホール（東京都葛飾区）で開催される。　
指揮者に東京交響楽団での指揮経験を持つ田中一嘉
さん、バイオリン独奏に フィルハーモニー交響楽団コンサートマスタ の三浦章宏さんを迎え、エクトル ・ ベルリオーズ作曲「序曲『リア王』作品４」 、マックス・ブルッフ作曲「バイオリン協奏曲第１番ト短調作品
26」 、セルゲイ・ラフマニノフ作曲「交響曲第２
番ホ短調作品
27」を演奏。
　
午後０時
45分開場、午後１時
30分開演。チケットは
全席自由で１０００円。　
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第
40回筑波大学学園祭
　
第
40回筑波大学学園祭
　
雙峰祭が
11月１日（土）―
３日（月）に行われる。　
今年
度
のテーマは「筑波織り」 。縦糸と横糸が組み
合い、模様が作られる織物のように、企画団体や来場者などさまざまな人々が雙峰祭という場で交流し、筑波大学の魅力を体感してほしいという思いが込められている。　
前夜祭は
11月１日（土）午後４時から第二・第三エ
リアで開催され、今年の新企画「ＴＳＵＫＵＢＡ
　
Ｃ
ＯＬＬＥＣＴＩＯＮ」をはじめ、一般の屋外企画のほか、有志団体によ パフォーマンスや来場者参加企画などが予定され　
本
祭
は
２日（日） 、３日（月・祝）の午前
10時から
学内各所で行われる。 一般企画やステージ企画の か、学園祭実行委員会によって行われる「学園祭生中継プロジェクト」や、つくば市内の研究所 ブ スを設置する「 内研究連携企画」などがあ　
学園
祭
の最後を飾る後夜祭は、さまざまな団体が
パフォーマンスを披露するオープニングセレモニーに始まり、優秀企画 決める「雙峰祭グランプリ２０１４」やお笑い芸人を招いての「お笑いライブ」があり、盛大な花火で締めくくられる。　
詳細＝
h
ttp
://w
w
w
.so
h
o
sai.tsu
k
u
b
a.ac.jp （筑
波大学学園祭
　
雙峰祭公式サイト）
催事
永田学長が再任「改革推進する」学長選考会議
や、ハイブリッド車などのモーターで使われる磁石の性能を高めるために不可欠
　
筑波大学は９月
26日、任
期満了に伴う学長選考会議の結果、永田恭介学長を再任したと発表した。任期は来年４月１日から４年間。　
永田学長は２０１２年８
月に脳梗塞で倒れた山田信
博前学長の後任として、
13
年４月に現職に就 。 「国際性の日常化」 などを掲げ、さまざまな改革を行ってきた。国 化 推進や、筑波大の研究者へ 支援の拡充などが評価され、再任が決
　
筑波大学生命環境系で発
覚した研究不正は、今年大きな問題となった理化学研究所での研究不正との類似点が目立つ。２つの事例日本の研究体制のひずみを表しているの はないか。　
今回
の
筑波大の不正で
は、論文の研究画像の切り貼り（改ざん）が表面化したが、筑波大のある研 関係者は本紙に、 「実験レポートなどで画像の切り貼り
などの加工をしている学生は多い」と語った。一方、理化学研究所での不正では調査対象となった研究者だけでなく、不正を調査し調査委員会の委員長も、自らの論文 画像の切り貼りをしていたことが判明している。日本の研究現場でこうした加工が安易に行われているのは間違 ない。　
まず重要なのは、改ざん
という加工が「不正」にあたることを研究者が自覚することだ。その えで研究費が少ないため、その獲得のために功を急 でしまう
などの「不正が起こりやすい環境」をなくすことが課題となる。　
筑波大は今後、画像デー
タなどの作成者を明記する「論文受理報告書」の提出を義務付ける。個々のデータの責任の所在を明確にするのがその目的で、それは改ざん防止につなが はずだ。一刻も早い運用を望みたい。　
ＳＴＡＰ細胞の不正問題
で、理化学研究所 信頼は失墜した。筑波大の不正場合、論文の内容は正しいことがわかっ が、やはり筑波大に対する信頼は大きく損なわれた。不正防止対策の確実な実行が信頼回復への第一歩だ。
（新田萌夏
＝社会学類２年）
「不正」と自覚せよ
まった。　
永田学長は 「２年間では、
思ったことの半分しかできていなかった」 「
（筑波大を）
世界に通用する大学にすべく、粘り強く努力したい」などと語った上で、 「時代の流れは早く、ボトムアップでは間に合わな 。トップダウンの改革を推進していくつもりだ」と意気込みを述べた。　
選
考
会
議の河田
悌ていいち
一
議
長は、記者会見の場で「永田氏の公約は明快で説得力があった。 （筑波大は今後）大きな発展を遂げると確信している」と語った。　
永田学長の経歴は以下の
通り。　
１９５３年生まれ。東京
大学大学院薬学研究科博士課程修了。専門は分子生物学。国立遺伝学研究所助手、東京工業 助教授を経て、２００１年に筑波大教授に。 昨年４月より現職。　　　
（平嶋健人、写真も）
記者の目
   １面から続く 論文画像の加工横行研究 正
再任が決まり、意気込みを語る永田恭介学長（右）
の支援者＝竹田一則障害学生支援室長提供
と河田悌一議長（9月 26 日、大学本部棟で）
な元素で、近年その需要が高まっている。
ネットを通じ筑波から
藻類の一種からレアアースを効率よく回収することに
成功した蓑田助教（9月 8日、総合研究棟Ａで）
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変化の中での人間性描く
　
軽音サークルの「つ
くばフォーク村」 （以下フォーク村）と「ＴＯＪＯ
　
Ｋ―ＯＮ」 （以下Ｔ
ＯＪＯ）
の合同ライブが、
９月
20─
21日に第一エリ
アの松美池ステージで開催された。両団体の合同ライブは初の試み。２日間でアコースティックギタ
ーの弾き語りに
16人
が、バンド演奏に
13組が
出演。昼過ぎから日没まで、 会場を熱気が包んだ。　
ア
コ
ー
スティックギ
ターの弾き語りを得意と
し、
40年の長い歴史を持
つフォーク村。筑波大学に統合される前から図書館情報大学の軽音部として、幅広い音楽を演奏しバンド演奏
 熱気に満ちる
ていたＴＯＪＯ。合同ライブのきっかけは、ＴＯＪＯがフォーク村にライブに使う機材の貸し出しを頼んだところ、フォー
ク村が「一緒にライブしよう」と誘ったことだ。　
弾き語りの部では多く
の出演者がラブソングやバラードを中心とした、
　
ドラマ化された人気シリーズの山本周五郎賞「君たちに明日はな
い」や、日本推理作家協会賞など史上初の三冠を受賞した「ワイルド・ソウル」の著者、垣根涼介さん（昭和
62年第二学群人間学類卒
業）が本紙の取材に応じた。 「日本中をバイクで走った」 「学生時代に同人誌に載せた小説が初めての作品」……。大学 の思い出や小説家としてのルーツなどを聞い　　　　　　　
（原啓一郎＝社会学類４年、森レイ＝人文学類１年）
山崎まさよしの「Fat Mama」の弾き語りを
アコースティックギターに合った曲を選んだ。そんな中、異色の選曲で観客の目を引い のは、ＴＯＪＯの菊池聖花（人文１年）だ。 「ゆったりと落ち着いて聞けると う弾き語りのイメージ 壊したかった」という彼女の選曲は、山崎まさよしの「Ｆａｔ
　
Ｍａｍａ」 。
荘厳さと物悲しさが特徴の
ハ
短調の楽曲で、 「年
上の豊満な女性に誘惑れている」官能的な歌詞のファンクミュージックを熱唱。間奏では観客に手拍子を促し、低く鋭い声で歌い上げるなど、１年生らしからぬ肝の座った演奏を見せつけた　
バンドの部ではフォー
ク村とＴＯＪＯのメンバーで結成されたグループが複数出演した。２日間の大トリを務めたのはフォーク村とＴＯＪ の会長や副会長から成る「会長陣バンド」 。フォーク村〝村 〟の大塚皓太（工シス３年）がドラムスを、ＴＯＪＯ会長 寺下魁（心理３年）がベースを担当。ドラムスの正確な８ビートと、ベースの重厚かつ緻密なサウンドがバンドの屋台骨 なり、ギターやボーカルを支えた。東京事変 「群青日和」など５曲を演奏し、観客を大いに盛り上げた。　
観客の盛り上がりも出
演者に負けていない。８
　
大学で勉強するうえで、 「科
学」の意味を知っておくことは重要である。今回紹介する森博嗣の『科学的とはどういう意味か』はそれをわかりやすく説明してくれる本 森は科学を次のように説明する。　「科
学
とは『誰にでも再現が
できるもの』であ 。また、この誰にでも再現できるというステップを踏むシステムこそが『科学的』であるとい 意味だ。ある現象が観察されたとしよう。最初にそれ 観察した人間が、それをみんなに報告する。そして、ほかの人たちにその現象を観察してもらうのある。その結果、同じ現象をみんなが確かめられたとき、はじめてその現象が科学的に『確
「科学」を分かりやすく説明する
らしい』ものであるとみなされる」　
森は、科学は数学や物理など
いわゆ 理系だけを対象にするのではないとし、科学的な考察が行われてい 人間科学や社会科学などの分野もあると書いている。森は科学について説明を続ける。　「他
者
によって現象が再現さ
れ、正しさが確認されるためには、 情報が包み隠さず公開され、研究者同士のコミュニケーションが重要である。そして、こコミュニケーションには、数字が不可欠となる。数字や数式による定量的な評価がなければ客観的な議論はでき い」　
森はまた、数字や数式と聞く
だけで敬遠する人が多いが、科学的に議論するためには、誤解の余地がない数字や数式を使う以外にないとし、さらに数字を
使うことの意義は「量」にあると説明する。　「
量
を
示す数字
の便利なところは、それを使って計算ができる いう点だ。これは数字のもう一つ 意
ビートの音楽に合わせて頭を激しく振る「ヘドバン」や、観客同士が激しく体をぶつけ合い盛り上がりを表現する「モッシュ」などが続き、会場の熱は日没後も冷めことは無かった。 「屋外でのライブで、いつも以上の熱気だった」と、汗を流しながら寺下は語った。　
フォーク村とＴＯＪＯ
の音楽性が調和し、そこに観客の熱い歓声が華を添える、一体感にあふれたライブ。飛び込んで体を揺らさずにはいられない、熱気と爆音に満たされた２日間だった。
（原
啓一郎＝社会学類４年、写真も。
12面に関連写真）
宇
う
陀
だ
則のり
彦ひこ
准教授 （知識情報学）
　
図情系・准教授。１９９９
年図書館情報大学講師、２００１年に助教授。筑波大学との統合により
02年から筑
波大学図書館情報学系授、
07年から現職。
森博嗣
 著
味である『順位』ではできない性質である。これまでに歩いた距離と時間を計れば、目的地に到着できる時刻が 算できる。１カ月の支出を求めれば、１年の支出をだいたい予測できる」　
最後に森は、科学を人間が発
展させてきた理由として未来予測をあげている。　「科
学
で証明されたことは、
条件さえ一致し れば、結果がほぼ確実に予想でき それを人間がみつけたとき、科学がスタートしたといってもよい。このことは、材料を吟味して、同じ環境、同じ手法でものを作れば、信頼性の高い製品ができることを意味している。この予測が工業の基本となった。農業だって同じ。医療行為だ て、この考えに基づいて われている。人間の生活は、このような予測の科学によって支えられているのである」　
どうであろうか。科学の意味
を知っておく は悪くないと思う。ただし、学問は というメソッドだけを使うので ない。筑波大学メソッドと いかなるメソッドか。それは学生諸君が作るのである。
『科学的とはどういう意味か』
（幻冬舎新書）
　
──筑波大に入学した理由を教
えてください。　
高校２年のころから心理学に興
味があり、当時、国公立大学で唯一心理学専門の学部を開設していた筑波大を志望しました。　
しか
し
入学後は概論ばかりで、
「これを延々とやるのはつまらない」と思い、 度退 届を出 ました。教授に説得されて思いとどまり、その後は社会心理学のゼミに所属 ながら、言語心理学を独学で学びました。　
──在学中に夢中になったこと
は何ですか。
　
ツーリングです。筑波大に来て
中型バイクを買い、１年のうち３カ月はツーリングに行きました。「時間に余裕がある時に、日本中を見て回りたい」と思い、２年生で日本一周、３年生で北海道の全ての道 走り、九州や四国の南部を走りました。日本で走っていない場所は無いのでは。　
──卒業後は
10年程サラリーマ
ンとしてさまざ な会社で働いていたそうですが。　
最初に広告代理店に入社しまし
た。週３回締切があり、視力が半年で２・０から０・６に落ち
た。ストレスのかかる仕事が続き「ここにずっといても仕方ない」と思い２年で辞め、１年後に商社に入社して半年勤めた後は、旅行会社に入り、７ 半勤 ました。　
旅行会社では、自分で獲得した
粗利益から給料や福利厚生費などを引いた額で「自分が会社 いくらの存在か」を常 考えさせられました。自分の責任の所在 はっきりしていて良 ったです。社人としての経験は小説にも じん
でいます。　
──小説家になった経緯を教え
てくださ 。　
直接的な動機はお金です。
28歳
の時にローン マンションを買ったのですが、不景気が続き、当時の収入 ままでは破産すると分かり、生活費を稼ぐために本格的に小説を書き始め した。　
初めて小説を書いたのは大学生
の時です。同人誌を作っていた文学好きの友人たちに頼まれ、ツ
　1966 年、長崎県生まれ、48 歳。2000 年に
「午前三時のルースター」で第 17 回サントリー
ミステリー大賞・読者賞をダブル受賞し、デ
ビュー。代表作に「君たちに明日はない」「ワ
イルド・ソウル」「光秀の定
レ ン マ
理」など。
小説家 垣
か き
根
ね
 涼
りょう
介
す け
さん
リングでの体験を基にした小説を書きました。同人誌を発表すると僕の作品の評判が良く、 「意外と書けた」と思いましたね。この経験が後に、小説家になることへつながる土台になったと思います　
──作品では、登場人物がリス
トラを迫られたり 命の危機にひんした時に、彼らの心境が大きく変わる瞬間に焦点 当てられていますが、その理由は何ですか。　
世
の
中
のスクラップ・アンド・
ビルドの速度はどんどん上がっています。その中で「自分だけは変わらない」というの ありえません。変わりゆく社会の中で、 「変わりたい自分」と「変わりたくない自分」のせめぎあいが生まれ、そこで初めて「自分が何者か」分が何を考えて るのか が分ります。そこに人間性が一番出ます。それを書きたい。　
──小説家の楽しさやつらさは
何ですか　
仕事の
99％はつらいです。 特に、
書きたいことを思うように文章にできない時がつらい。 楽し のは、
学時代 も同人誌制作
書いていて「自分がこういうことを考えていたのか」と分かる時です。自分が心の奥底で考えていたことが言葉になっ 時は、書いていて良かったと思えます。　
１年
で
１、 ２回、食事も睡眠も
とらずに書き続けることができる「強トランス状態」になり、その時は数日で１００枚ほど書きます。また、１カ月ほどは「弱トランス状態」で、気が向いた時にき、気が向い 時に食べて眠るその時もどんどん書けます。しかし他の
11カ月は苦しみながら、１
行２行と積み重ねて ます。
　
──筑波大生へメッセージをお
願いします。　
筑波大は恵まれた大学です。都
内に比べて生活費が安いため、アルバイトなどに追われず、４年間「ぼーっと」過ごせます。そんな時間を過ごした卒業 は、満足度や納得度が高い人生を送っていると思います。 だから大学４年間は、社会人生活に備え、十分息抜きをすると良いと思います。　
また、社会に出ても出身大学の
派閥が無いので、社会人としての自由度は非常に高 。本人の力次第で何でもできますよ。
する菊池さん（9月 20 日、松美池前で）
小説家への道 半生語る
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オリンピック・パラリ
ンピック競技大会の開催地が東京に決定してから１年が経過した。この１年間は、何となく浮かれた気分になっていた雰囲気があった。東京オリンピック・パラリンピックを実質的に担う組織委員会も設立され、政府が
招致の切り札として世界に公約したスポーツ・フォー・トゥモローも始まった。本学にはそのうちの一つ、国際スポーツアカデミーが設立され来年の開設に向けて準備
　
埼玉県で７月、全盲の
男性（
61）が連れていた
盲導犬が、何者かに刺される事件があった。男性が気づかぬうちに盲導犬の服をめくり上げて刺す、 という卑劣な犯行だ。ここで強く印象に残るのは、事件を受け障害者たちが一様に 「私たちを 『一人の人間』 とみてほしい」と話している だ。その言葉の意味をもう一度考えたい。　
事件は７月
28日に発生
した。さいたま市に住む男性は午前
11時ごろ、通
勤のため盲導犬「オスカー」 （ラブラドールレトリバ ）と自宅を出発。ＪＲ浦和駅～東川口駅（埼玉県川口市）間を乗車後、職場に着いた。だが職場で同僚がオスカーの服の血を発見し、服をめくると右腰付近フォーク状 もの 刺されたような傷があった。　
幸いオスカーは回復し
た。だが、 「被害者から自分の姿 見えない」ことを利用した悪質な事件
で、警察は器物破損容疑で捜査を始めている。　
事件を受け多くの報道
がなされたが、その中でまず驚いたのが「盲導犬への被害が絶えない」という事実だった。　
盲
導
犬
団体によると、
最近
10数年でも▽たばこ
の火を押し付ける▽顔を蹴る▽体にいたずら書きをする……など 被害が多く報告されてい 。これらは、 「視覚障害者にとって盲導犬は体の一部だ」という単純な事実がわからない人間のや ことだ。　
それだけにはとどまら
ない。事件後、 「障害者はラッシュ時に電車に乗るのを避けるべきだ」 「障
害者側が自衛しておけば良いことだ」という健常者の意見を目にすることがあった。 のような見方は、視覚障 にも通勤や通学をする権利があるという「単純な事実」がわかっていない点で、上述の盲導犬被害 引き起こす人間 、根 同一だと感じる。　
無知による差別もあっ
た。事件後、障害者からは「盲導犬の同伴を断るレストランや商店が後を絶たない」という意見があった。 「女性専用車両に乗車し、女性に注意された」という男性障害者もいた。　
だ
が、
「
身体障害者補
助犬法」で、盲導犬は障
害者の「身体の一部」として、施設利用などの面でパートナーと同等 権利を認められている。公共の施設は、著しい損害を被るなどの理由が無限り、補助犬を伴った障害者の利用を断ることはできないのだ。また鉄道の多くは、女性専用車両について、男性障害者の利用を認めても る。　
ここで冒頭の「私たち
を『一人の人間』とみてほしい」という障害者たちの声に戻ろう。　「
一
人
の人間」には二
つの意味があると思う。一つ目は、盲導犬や白杖は視覚障害者の目の代わりだということだ。身体障害者における車いすでも同じで、それらも含めて彼らが「一人の人間」だということに気づけ
ば、今回の事件などは起きなかったはずだ。　
もう一つは、障害者を
健常者と同じ「一人の人間」として見る という当たり前のこ だ。そうすればおのずから彼らの持つ権利のことを考え、「障害者はラッシュ時に電車に乗るな」 「盲導犬は入店するな」という意見は出てこないだろう。　
私の伯父は盲学校で長
く教師を務め、自身も軽度の視覚障害を持ってる。私も伯父の経歴を知らなければ 者を意識す ことは少なかっただろう。オスカーの事件は悲しいものだが、誰もが本当に住みやすい社会をつくれるよ に一人一人が考え、知識を得きっかけになればと思う。
（人文学類４年）
障害者の正しい理解を
イラスト＝島田文（芸術専門学群４年）
　
便利なコミュニケーションツールとして日常生活
に浸透しているツイッターやフェイスブックなどのＳＮＳ＝
　
＝。誰でも手軽に使える一方、顔写真な
どの個人情報が安易に公開されるなど、その使い方が論議を呼んでいる。筑波大学でも今年５月、学生がツイッター 投稿 た内容をめぐり、警察に逮捕されるな トラブルが相次 でいる。このような状況の中、筑波大学生はどのようにＳＮＳを使っているか。第１エリア周辺で聞いた。
（大西美雨＝社会
学類１年、小野憲司＝同１年）　
さまざまな地域から集まってきた筑波大学生。昔
はどのような夢を持っていたのだろうか。そして今叶えようとしている夢は何だろうか。昔の夢と今の夢を、中央図書館で聞いた。
（廣岡里穂＝人文学類
１年、関根岳＝社会学類３年）
 
ＳＮＳの使い方昔の夢、今の夢
真さな
田
だ
 
久ひさし
教授（五輪史）　体育系・教授。筑波大学大
学院修了、２００８年から現職、
12年から体育専門学群長。
著書に「現代スポーツは嘉納治五郎から何を学ぶのか」 （ミネルヴァ 房・共著）ほか。
【比文１年・女性】　
ＳＮＳで人と交流する時
は、相手が先輩なら敬語を使うなど、実際にその人に会う時の付き合い方と変わらない。　
ツイッターでは、他人に
も見られてもいいやり取りをして、個人的なやり取りをする時は（無料通話アプリの）ＬＩＮＥを使ってる。
【人文１年・男性】　
情報収集や友達への連絡
のために普段からツイッターを使っている。マナーとして、名前など他人の個人情報を掲載しないように心掛けている。【人文４年・男性】　
ツイッターとフェイスブ
ックを使っている。使用頻度は１日に２回、各数分程度で、ＳＮＳに依存してい
るとは思わない。始めたきっかけは、友達が使っていたから。　
今後の使い方は、現状を
維持できればいいと う。【応理１年・男性】　
利用マナーとして、他人
の名前などの個人情報を掲
載しないようにしている。また、もし自分が特定されるような画像などが掲載されていたら （ＳＮＳの運営会社に）報告し、消してもらう。【社工１年・男性】　
友達と会話をしたり、自
分の思ったことを気ま に投稿したりするために使っている。　
利用時は、他人の感情を
害するような内容がないか確認し、写真は、本人の許可をとってから投稿する。使用頻度は、１日数回 １
週間、ＳＮＳがなくても平気だと思う。【社学１年・男性】　（
友
人
間での）情報交換
のために利用している。ＮＳ上での自己紹介文の情報から本人を特定されることがある で、最近、自己紹介文を全て消した。　
他人の写真は、人によっ
て載せるか載せないか変わる。親密度や性格などによっては、無断で載せることもある。ＳＮＳ上でも知らない人とは交流しないようにしている。【芸専１年・女性】　
日記やメモ帳代わりに利
用したり、人の投稿を眺めて暇つぶしをしたりしている。　
愚痴や攻撃するような投
稿はしてはいけないと思う。他人が投稿した内容引用して再投稿する「リツイート」によっ 、情報が得られるのが便利。ただ、のめり込まないように注意している。周囲であまり利用されていないＳＮＳアプリは使わな 。
【社学１年・女性】　
幼稚園のころは、パン職
人になりたかった。工作や料理が好きだった。特にパンを作るのが好きで、家で親と一緒によくパンを作っていた。　
大学ではボランティア活
動を行う学生ＮＧＯ団体に所属していて、将来は世界
の飢餓をなくすために活動したいと思っている。【人社１年・女性（ブラジル） 】
 
　
昔の夢は、結婚すること
だった。修士課程が終わたら、 ブラジルに帰国して、日本語学校を設立したい。【社学４年・女性】　
本を読むことが好きなの
で、小学生のころは、図書館の司書になりたかった。　
今の
夢
は証券ウーマン。
さまざまな業界の人と関わることができるから。【情科３年・男性】　
幼稚園のころは、郵便配
達員になりたかった。　
今は、ロボットに関する
仕事がしたい。高校の時から、開発研究がしたいと思っていた。【障害３年・女性】　
昔は、海外でボランティ
ア活動がしたかった。アフリカや東南アジアなどで、貧しい人の支援がしたいと思っていた。大学では、サークルでボランティ 活動
をしている。今は、子どもの教育支援がしたい。【心理４年・女性】
 
　
中学生の中ごろまでの夢
は、本が好きなので図書館の司書だった。　
その後いじめ問題を解決
したいと思い、現在の夢は心理カウンセラーに変わった。【障害１年・女性】　
高校
生
までの夢は医者。
病気の弟がいて、人の命を助けたいと思っていた。　
今の夢は発達障害を持つ
子どもたちを支える特別支援学校の教諭。【情科３年・男性】　
小学校低学年のころにテ
レビゲームを通じて友達が増えたことから、自分もそんなゲームを作りたいと思っていた。　
今の夢もその時から変わ
らずゲームプログラマ 。【応理１年・男性】　
プロ野球選手になりたか
ったが、高校時代からは公務員志望になった。【社学２年・女性】　
昔の夢はファンタジー小
説家。今の夢はと かく就職。会社員になり い。【工シス２年・男性（韓国）　
昔の夢は科学者。その夢
は今も変わらず、韓国から日本に留学し、夢を追っている。
　
ＳＮＳ
＝Ｓｏｃｉａｌ
　
Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ
　
Ｓｅｒｖｉｃｅの略。ツイッターやフェイスブック、ミクシィなど、ネット上で他者と交流できるＷｅｂページの総称。
井口理恵子
を進めている。　
国際スポーツアカデ
ミーとは、世界 スポーツ界を担う人材を筑波大学に集め、ＩＯＣが中心となって設立されたスポーツマネジメント系大学院、ＡＩＳＴＳと連携して、最新のスポーツ学とスポーツマネジメント学を学ばせるプログラムである。単に欧米のポーツ理念や科 ぶのではなく、日本の文化や嘉納治五郎の理念もんでもらい、世界の様々なスポーツ組織 、日本の文化や考えを発信してもらいたいと思う。これから筑波キャンパスには、体育系の留学生がますます増えると思う。
　
さてもう一つ、筑波大
学に課せられたオリンピック・ムーブメントの側面に、オリンピック教育の推進がある。ＩＯＣ公認のオリンピック教育プラットフォームが２０１０年に設置され、ここを中心に附属学校
11
校でオリンピック教育が進められている。オリンピック・パラリンピックの持つ価値を生徒たちが学習することで、世界に目を開いたグローバル人材の育成につながっていくことになる。東京都ではオリンピック教育推進校として３００校が認定され、各校でオリンピック教育が展開されているが、その先導役 し
ても筑波大学や附属学校は期待されて る。さらに、文部科学省ではオリンピック・ムーブメント推進事業とし 、オリンピック教育の全国展開が企画されている。　
東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会組織委員会では、全国の大学５５２大学と連携協定し、 大学レベルでも文化・教育プログラムの推進をはかろうとしている。このように、大会開催の６年前から、オリンピック教育が始め れており、この点は、ＩＯＣも高く評価している。　
しかしそれに伴う課題
もある。それはそれぞれの組織（東京都、組織委員会、文部科学省など）がお互いに連携せずに事業を進めてい 点で
ある。このままでは各組織ごとに異なったオリンピックに関する教育・文化プログラムが作られてしまうかもしれない。それは教えられる方にとってみると、困ることらないだろうか。　
その意味で筑波大学は
教育プログラムに関す情報のプラットフォームになっているので、ここで全体を把握し、整理して行くことができ と思われる。そのため 理念は「精力善用・自他共栄」である。無駄を省いて効率よく行動し、その行動が自身と他者の組織の発展につながるように行われるべきであろう。そのような意味で筑波大学果たす役割は重要る。
「五輪教育」の発展を
〜筑波大学新聞４０周年記念特集〜
読みたくなる紙面 目指して
誌から文芸書、女性誌など幅広い分野の本や雑誌の校閲を担当してきた。週刊誌の担当の時は、毎週深夜に原稿を受け取り、朝までに必死に校閲することもあった。　
■志望理由
　
筑波
大
学新聞の編集
長時代、 「部員の原稿を読んで 間違いを直す仕事をする中で、自分の役割が実感 きた」 。出版社の入社試験を受け、大学新聞の経験を面接で話したところ、講談社の校閲局に合格。それ以降「自分に合っている」というこの仕事を
15年間続
けてきた。　
■印象深い仕事
　
校閲の仕事は万全を期し
ても「人間のやることなので見落とすことがあ 」 。
筑 波 大 学 新 聞  第 316 号（5） 2014 年（平成 26 年）10 月 6 日（月）ミニ特集「新聞の自由とは批判の自由」
手書きの原稿
  挿絵も部員で
生徒が手作りした新聞を持つ片岡さん（9月 27 日、
　「新聞の自由とは批判の自由」をモットーに、１９７４年に第１号が発行された筑波大学新聞は、今年の
10月で創刊から
40年を迎える。今回は
40周年記念とし
て、創刊時の部員に当時の話を聞いたほか、マスコミ業界に就職したＯＢの活躍ぶりを紹介する。また、筑波大学と大学新聞との
40年にわたる関わりを本紙編集
代表・福原直樹教授に考察してもらった。
（鈴木拓也＝人文学類、平嶋健人＝社
会学類、佐々木優＝知識情報・図書館 類）
　
■仕事内容
　
経済部の記者として金融
緩和や増税など経済政策の取材を第一線で担当する。　
早い時は朝７時から取材
を始め、政治家や官僚、有識者……など、多い時は一日に５、 ６人に取材する。夕方 は記事を執筆。原稿の修正や特集記事のアイデアを練り、遅い時は午前１時過ぎまで仕事をすることもある。　
■志望理由
　「
記
者
になるなら、世の
　
１９７４年。本紙の創刊を機に「大学と学生と社
会の懸け橋になってほしい」という大学からの呼びかけで、編集室に集まったのは片岡雅子さん（昭和
52年度第一学群人文学類卒業） ら数人の学生だった。40年の歴史の中で、紙面構成や記事の内容は大きく
変わった。現在は東京都立農業高等学校の世界史の教師として教壇に立つ片岡さんに、
40年前の新聞制
作の現場の様子を聞いた。
中を動かす経済の仕組みを知りたい」と思い、新聞社のなかでも日経の記者を志した。大阪での勤務や経済の研修などを受け、５年目から経済部に配属された。　
■印象深い仕事
　
こ
れ
ま
での記者生活
で最も印象に残っているのは、２０１１年
11
月から半年間「震災現地取材班」として被災地を取材したこと。「震災ですべてが更地になったところ 、人がどう立ち上がるか――見るものすべてがニュースだった」 。半年の取材で、多く 人が震災から立ち直っていく姿を間近で見た経験は忘れられない。　
２
～
３
年に一度、 「世の
中を動かせたか 」と思う
ことがあるという。例えば、アベノミクスの金融緩和だ。安倍首相は就任後、経済立て直しのために大
胆な金融緩和を進めたが、松尾さんはこれ以前から金融緩和を主張する記事を書き続けてきた。 「それまでは社内でも『何を書いているんだ』と白い目で見られることがあった。たまたま安倍さんが首相になって、たま まアベノミクスで金融緩和をしただけかもしれない。それでも、 （自分の記事で）世の中を少しでも動かせたのかと思うと、充実感がある」
　
■大学新聞での思い出
　「
趣
味
は筑波大学」と言
うほど愛校心が強い。大学新聞での思い出は、施設の
老朽化などに対応するために２０００年から始まった「キャンパス・リニューアル」 関連する記事だ（第２２５号１面） 。学生約１２００人にアンケートを実施した結果、６割がキャンパス・リニューアル自体を 「知らない」 と回答し、 「全学参加」 をうたう大学側と、学生側の意識のずれを突き止めた。　
また編集長として、どう
いう紙面を作るかにも苦心した。 「どうすれば読んでもらえるか、 ればいい紙面にな 」 。日経の記者になっ 今も その気持ちは変わって ない。　
今の大学新聞への注文も
忘れない。 「どうすれば学生に読んでもらえるかを考えて、いい記事を書いてほしい。学生目線を大切に」（平成
15年度人間学類卒）
　
──創刊時の大学新聞の
雰囲気を教えてください。　
部員の中には大学から資
金をもらって新聞を作る体制に疑問を抱き、 「 （大学の）御用新聞になってしまう」と反発する人もいました。「独立をしよう」という話もあり、部員の中で 意見が割れていました。　
ただ、私自身は大学から
縛られている感覚はあまりなかったです。大学職員や先生も親切で、自由に記事が書けていたと思 ます。　
──当時はどのように新
聞を作っていたのですか。　
当時はワープロもなかっ
たので、原稿は全て手書きです。書いた原稿はみんなで回し読みをして「この書
き方は面白くない」など、批評し合いながら修正していました。　
原稿が出来上がると、紙
面の割り付け紙にペンでレイアウトや見出しの文字を書き込み、 （印刷をお願していた）常陽新聞の担当者に原稿用紙や写真と一緒に渡します。見出しの文字を入れたり、原稿の文字を活字に起こ てくれ のは常陽新聞の人です。締め切り間際には、常陽新聞に泊まり込んで を仕上げた部員もいたそうです。　
苦労したのは、紙面の文
字のスペースと原稿の文量をそろえることです。一一字原稿用紙の文字数を数えて、紙面にぴったり文字が入るように計算する作業です。記事の長さは（推敲していく中で） 変わるので、その度に数え直す が大変でした。また当時は 挿絵も自分たちで書いており本当に手作り感がある新聞
でした。　
──印象深い記事は何で
すか。　「
筑
波
ガマオ君の一日」
という記事です（第７号４面） 。筑波大生の図書館の利用率や、休み時間の使い方などを聞 たアンケート結果をまとめた特集記事だったのですが「グラフを書くだけでは面白くな 」と他の部員に言われ、 筑波ガマオ君」という架空の筑波大生の一日を物語風にまとめました。物語 するのは面倒でしたが、書いてみると評判が良く、現役の新聞記者の方に褒められました。読者に「読ませる」記事にするこ 大事だと実感しました。　
──大学新聞の経験は役
立っていますか。　
夏休みの宿題で毎年、高
校の生徒に新聞を作らせているのですが、レイアウトや見出し 付け方の指導で経験が生きています。
　
■仕事内容
　
講談社で、書籍の校閲を
担当している。　
校閲とは、出版物の正確
性を守る仕事だ。編集者から受け取った原稿に固有名詞の間違いがないか、差別表現がないか、２人一組なって合計２回確認する。数冊の辞書を傍らに置き、原稿を手書きで修正していく、決して気が抜け 作業だ。　
現在は毎月約
10冊の校閲
を担当。これまでに、幼児
しかし、誤字の見落とし以上に一番怖いのは、あいまいな推測で正しいと信じ込み、 「嘘の指摘をしてしま
うこと」だ。　
普
通、
原
稿上の明ら
かな間違いは赤ペンで訂正を入れる。これに加えて鉛筆で原稿の端に「ここはこうではないか」と書き込み、文章のつじつまが合わない部分を編集者に確認をとる。この時に、 「いまだに書き込みの根拠が甘かったり、勘違いした指摘 してしまうことがある」 。　
例
え
ば、
「おさめる」
という言葉を一つとても、 「収める」や「納
める」など、いくつかの漢字を当てることができる。無論、それぞれの漢字が持つ意味は違う上に、辞書に
よって意味が少しずつ違う場合もある。それを考慮した上で、文章に合った適切な漢字を見極めなければならない。 「常に何が正しいかを決めつけずに、一つ一つの単語を調べるように心がけている」　
■大学新聞での思い出
　
初めて取材に行った時は
「自分が考えていたいくつかの質問を、１ 目の質問の答えで全て返され しまい慌てた」と苦笑する。　
そ
の
後
は取材経験を重
ね、３年生の時に編集長になったが「まず新聞
12
ページ分 記事で埋まるのか、先輩方の作ってき 大学新聞に劣らないものが作れるの 不安だ 」 。納得 新聞に仕上げるめ、毎号、作業が終わるは夜遅くだっ 。（平成９年度社会学類卒）
　
歴史上の人物や事件を手
書きの新聞でまとめさせているのですが、生徒たちには「読ませる 」を意識して書かせています。見出しや文章を工夫して伝えたいポイントを絞り、ぱっと見て何を伝えた か読者に分からせるのは大事なことです。　
散漫と事実を書くのでは
なく、 「筑波ガマオ君」の記事のように書き方を工夫した新聞は面白いし、自分にとっても勉強になる。　
──当時の大学新聞の役
割は何で か。　
筑波大学に対する世間の
誤解を解くことだ たと思います。　（
筑
波
大の前身の）東京
教育大学の一部の教授が移転に反対していたことや、政治的な立て看板が禁止されていたことから「言論自由がない」 「管理され大学」という悪いイメージが開学当初の筑波大 はあったと思います。そのメージを払拭した と思って、取材をしていました
大学新聞 経験を仕事に記事 「世の中を動かす」
日経新聞記者
松尾洋平さん
講談社校閲
石川心さん
　
１９７４年
10月
26日。本紙は記念す
べき第一号を発行した。その一面の左下。初代の編集代表である鈴木博雄氏（現名誉教授）は「創刊の辞」でこう書いた。　「大
学
の使命である学問研究は厳し
い批判的精神によって担われているが、大学新聞も旺盛な批判的精神によって貫かれた ので ければならない。 『新聞の自由とは批判の自由』である」
　
学問
が
批判的精神に基づくものな
ら、大学新聞も批判的精神に基づくものであるべきだ……。そう書いた鈴木氏の精神は、その後の本紙で遺憾なく発揮された。　
まずは、大学の在り方を常に問い続
けるその姿勢である。すでに創刊翌年の第４号では、１面で「大学教育 理念を問い直せ」の見出しが躍り、宿舎のあり方について大学と学生に相互信頼が欠けている、と指摘した。また
80
年代になると、学園祭の「届け 制」をめぐる学生 大 側と 対立を、中立的な立場からこと細かに報道した。　
97年には、江崎玲於奈学長の在任時
代（
92～
98年）に関する企画「黒船来
航」 が連載され、 江崎時代について 「大学の『新構想』の根幹に関わる問題の抜本的改革には至らなかった」 と分析。このほか 「障害者にも 『開かれた大学』か」 （２０００年） 、 「一の矢宿舎、マスターキー盗難か／学生
20時間知らさ
れず」 （
04年）など、大学の在り方を
問う記事は、枚挙にいとま ない。　
無論、ペンの矛先は、学生にも向け
られた。
78年
12月の茨城県議選では
１００人以上の筑波大生が買収され、選挙違反で検挙されたが 同月紙面ではこの詳細な経緯を報道。 「開学以来最大の恥ずべき事件」と、学生の「政治的無関心」を批判した。一方、
88年
９月の紙面では、つくば市内で 路にあふれるゴミの山 写真を掲載 「ゴミだしルールを守らない学生」の実態を紹介してい 。
　
その批判的精神は、今も受け継がれ
ている。現在、本紙で続くのが「つくばに街灯を」のキャンペーン記事だ。「大学周辺の暗い路上で、わいせつ事件が増加している という警察担当記者の情報をもとに、記者たちは街灯がなく危険な夜道のルポや、つくば市役所への取材を敢行。一連の 事が掲載された後、同市は県や大学などと協力して「街灯協議会」を設置、街灯増設に乗り出している。　「
事
な
かれ主義に陥らず、一般の社
会人も読みたくなる新聞を …… 昨年の開学
40周年を機に、鈴木氏は本紙
にこう注文を寄せ もい 。本紙の発行部数は２万部以上。大学内にとどまらず、警察、市役所など周辺地域にも配布されている。本紙の挑戦は続いている。
                  （筑波大教授）
批判的精神を貫いた筑波大学新聞の軌跡
　筑波大学新聞の卒業
生の多くは、マスコミ
業界で活躍している。
彼らは今、どのような
仕事をしているのか。
２人のＯＢに話を聞い
た。
【
40年の歩み】
大学の在り方を問う姿勢　　
 福原直樹・編集代表
東京都立農業高等学校で）＝平嶋健人撮影
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グローバル
30 効果は大
　
留学生の増加
を目指し
て、他大学ではどんな取り組みを行っているのか。筑波大学と同様、 「グローバル
30」の拠点大学の早稲田
大学を取材した。同 の留学生は２０１３年
11月現在
４６９７人と国内大学で１位。昨年に 、
32年までに
留学生１万人を目標にする計画を策定。それに向けさまざまな試みを実施している。　
例
え
ば、
今年３月、日
本人学生と留学生が同居
ベントン副学長は筑波大生に留学生と積極的に交流す
「留学生に興味持って」
　
２０１３年現在、筑波大
学には学群生・大学院生・研究生など短期留学生を含む計２５３４人（通年）の留学生が在籍する。これは国内の大学で第７位、国立大学では第４位の多さだ。　
筑波大が留学生の増加に
力を入れる背景には、
09年
に「グローバル
30」の拠点
大学に採択さ たことがある。グローバル
30は文部科
学省の進める「国際化拠点整備事業」の別称で、
20年
までに留学生を
30万人受け
入れることを目指している。参加校は東京大学や早稲田大学など全国の
13大
学。国から年間約
30億円の
　
留学生を受け入れ、交流する理由は何か。筑波大
学の留学生受け入れの方針や学生への要望について、キャロライン ・ ベントン副学長（国際担当）に聞いた。
　
――なぜ留学生は必要
なのでしょうか。　
現代社会では、国際紛
争や貧困問題など国境を越えたさまざまな問題が発生している。このような問題の解決のためには、さまざまな視点から物事をとらえることが大切。大学生の時から異なる文化を持つ留学 と交流し、多様な価値観を理解することが必要だ。 「多様性」はどんな場面でも大きな武器になる　
――筑波大は２００９
年に文部科学省の国際化拠点整備事業「グローバル
30」の拠点大学に採択
され、留学生数の増加を目指す取り組みを進めてきました。　「
グ
ロ
ーバル
30」の枠
組みの下で、英語だけで学位が取得できるコースの設置や留学生用の学生
「多様性を武器に」
する「国際学生寮ＷＩＳＨ」を学外に設置。入寮対象者は学部の新入 で、定員は８７２人。家賃は水道代・光熱費込みで１カ月５万３千円だ。　
寮生は、共用のリビング
と個別の居室で生活する。また、ラウンジやフィットネスルームなどが寮生の交流の場として提供され、寮生が交流しやすく、プライバシーに配慮し 空間が作られている。寮生は寮内で行われる学部や学年、国籍
　
留学生の勉強や生活の支
援などを行う機関が留学生センターだ。渡邉和男センター長（生環系・教授）にセンターの具体的な支援内容や課題を聞いた。　
渡邉
セ
ンター長による
と、留学生センターの主な役割は、留学生の受け入れや、各学類の支援室が対応しきれない留学生の細かなニーズに応えることだ。例えば、各支援室で 翻訳できない学生生活に関する情報を英語などで伝えている。　
センターでは、専任の教
員
16人が５チームに分か
れ、 支援を行う。例えば 「相談指導チーム」では、 「授業についていけない」 「話せる友人が少なく寂しい」「お金に困っている」……などのさまざまな相談に応じる。また教員が学生宿舎に出張相談所を開設し、留学生の様子を確認してもいる。渡邉センター長は「留学生が求める情報 すぐに提供できるよう努力している」と話す　
だが課題もある。留学生
センターでは、留学生 日本語を教えたり、学内外の案内や買い物など日常生活の世話をする学生を募集している。だが、それに参加する学生は少なく 「留学生が増加す 一方で 今のままでは留 と恊働日本人学生が足りない」 （渡
邉センター長）という。同センター長は「留学生センターの役割や支援の内容が日本人学生にも知ってもらえれば、活動に参加する人も増え、留学生により手厚い支援ができる」と語る。　
センターでは日本人学生
の留学生への理解を広めるため、ネットを活用してセンター 活動を紹介したり、週に一度留学生とジョギングするなどのイベントを開催する。だが その活動は一部の学生 しか知られていない。 「学生がいかに（留学生に）興味を持てるかが（大学のグローバル化の）鍵。国際社会で活躍できるよう、 との関わりを増やし幅広い視野の持ち主になってほしい」　　　　　
◆
　
留学生センターは、来年
４月に大学内の組織「グローバル・コモンズ」に統合される。グローバル・コモンズは、昨年４月に発足した国際関係の各部局を横断的に取りまとめる組織。
統合後は、留学中の日本人学生に関する情報を収集したり、留学を検討中の学生に留学先の情報を提供するなど、留 だけでなく日本人学生対象の支援もこれまで以上 行えるという。
　
世界トップレベルの人材を獲得しようと、多くの大学が留学生の受け入れに力
を入れている。筑波大学でも２０２０年までに留学生数を４５００人に増やそうと、英語で学位を取得できるコースを開設したり、留学生と日本人学生が同居する宿舎
16年夏までに新設するなど、さまざまな取り組みを行っている。だがこ
れらは、留学生数の増加にどれだけ効果があるのか。そもそも、大学にとって留学生数を増やす意義は何か 大学本部や留学生センターを取材し、 「留学生の受け入れ」について改めて考える。
（井口彩、小野憲司、山野辺拓実＝社会学類、
田中開＝教育学類 添島香苗＝生物学類）
補助金があり、各大学独自の留学生の受け入れ体制を整備している。　
筑波大では、英語で行う
授業だけで学位を取得できる「英語コース」を増設現在、学群生向けに社会・国際学群の「社会国際学教育プログラム」 、生命環境学群の「生命環境学際プログラム」 、医 医療科学類の「国際医療科 人養成プログラム」の３コース大学院生向けに
22コースの
合計
25コースが開設され、
09年から大幅に増加した。
英語コースを履修する生は、初年度のみ入学料と授業料が免除される。
　
さらに、
09年に創設され
た筑波大の奨学金制度「つくばスカラシップ」では、英語コースを履修する優秀な留学生に月額６万円、さらに初年度は日本への渡航費
10万円を支給する。
　
留学生の住環境の整備も
進む。
15年３月末までには、
学生宿舎
60棟の半数以上を
改修・整備するという。
16
年には、日本人学生と留学生計５００人が同居シェアハウス型の学生宿舎２棟を平砂地区に新設する予定だ。　
さら
に、
アジア・欧州・
アフリカなど世界各 域の海外拠点の設置も進めており、▽地域の学生・研究者との交流や共同研究の推▽優秀な留学生の獲得▽筑波大から派遣した日本人留学生の支援……などを行っている。　
取り組みの結果、
08年か
ら
13年の６年間で受け入れ
留学生は１０００人以上増加した。だが、グローバル
30拠点大学への国からの補
助金がすでに終了しており、資金面の課題がある。
留学生センター事務室の様子（9 月 11 日）＝山野辺拓実撮影
留学生 4500 人への道
るよう求める（9 月 17 日、副学長室で） ＝井口彩撮影
宿舎の整備など受け入れ環境の整備を積極的に行った。そ 結果、留学生数は
08年の１４８１人
から
13年には２５３４人
へと大きく増加した。英語で行う授業 日本人の受講者にも評判で、これからもコース数を増やしたい。　
また、同時に海外の協
定校も
09年から
13年にか
けて１４３校増加し、
58
カ国２６９の教育機関と相互に授業料を徴収せず学生を受 入れる協定を結んでいる。日本語や日本文化の授業を受 られる「
T
su
k
u
b
a S
h
o
rt 
S
tay
 P
ro
g
ram
」など、
留学生のニーズに合ったプログラムを用意してることも留学生増加の一
因だろう。　
――筑波大生に求める
ことは何でしょうか。　
９月、
10月に入学する
多くの留学生は日本人学生の輪に入りづらく、日本人学生と話したいと思ってもなかなか踏み出すことができない。サークルの新入生歓迎会を９月にも行うなどすれば、留学生 輪に入りやすいのではないか。日本人生は留学生との交流に消極的な人が多い。 「英語が話せ い」と留学生から距離を置いてしまう人もいる 、自分から積極的に留学生のいる場に入っていくことが大切。留学生に日本を好きになってもらえるよう、仲間作りをしてほし 。
渡邉和男
センター長
国外で受験も
の異なる学生とのディスカッションに週１回の参加が義務付けられ、留学生との討論などを通しコミュニケーション能力を身 つけることができる。　
また一部の学部の入学試
験では、国外で受験できる「渡日前入試」を実施している。受験者は、自国日本語力や基礎学力を測る「日本留学試験」を受験。その結果と出身校の成績証明書や米国の英語能力試ＴＯＥＦＬの成績を提出する。若干名 募集だが、どの国からも留学しやすいのが魅力だ　
グ
ロ
ー
バル
30の目的は
「留学生受け入れ体制の充実」や「産業界との連携」など大まかで、入試制度や生活支援などに関する具体的な目標は設定されていない。そのため、各大学
は、
留学生獲得に向け独自の取り組みを展開している。
■早稲田大の「渡日前入試」 早稲田大
筑波大の受け入れ留学生数の推移
副学長インタビュー
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人の骨には膨大な情報
が刻まれている。 そして、古代の共同墓地に眠る人骨を調べれば、家族構成から食生活まで、多くのことを読み解くことができる。常木
晃あきら
教授（人
社系）も西アジアを中心に、人骨に眠る謎 追い続ける研究者の一人だ。　
同教授の専門は、西ア
ジア考古学、民族考古学、葬送に関する考古学だ。２００７年から
10年
井上惠嗣
文部科学省
さん
何事にもチャレンジ
発掘作業に臨む常木教授
留学生の現状について語るタキザワさん（9月
　
筑波大学で学ぶ留学生は
どのような視点から現状を捉えているのか
。シンガ
ポール出身で、英語で行う授業だけで学位を取得できる「英語コース」に所属するタキザワヒデユキ
さん
（生物３年）に話を聞いた。　
タキ
ザ
ワさんによると、
「
金銭面での不安を抱える留学生は多い」
という。 「物
価の違いなどから不自由な
「言語の障壁」を痛感
　
卒業して、既に四半世
紀が経ちました。 しかし、追越宿舎のたたずまい、ペデストリアン脇の美しい秋桜、夜間アルバイトをしていた中央図書館の静謐など、昨日のことのように目に浮かびます。　
あのころ、自分は何を
考えていたので ょう。専攻の心理学・教育学の
鑑
筑
波
図
　
童謡「虫のこえ」にも登
場する、 有名な秋の鳴く虫。林の近くの草むらの中で暮らし、クズなどの植物を食べる。夜にな と、オスは「ガチャガチャガチャ」と大きな声で鳴く。　
鳴き
声
を頼りに探すと、
その声に見合った大きな虫
が鳴いているのを見つけることができる。色は褐色か緑色、赤みがかったものもいる。秋の く虫の声を聴くのが好きだという人は、その姿を見て楽しむのも一興。　
つ
く
ば
にはまだいるが、
実は数が減っている昆虫。クツワムシの鳴き声 聞ける環境を残していきた ものだ。
（写真・文＝今田創、
比文２年、 野生動物研究会）
国際性の日常化を
生活を強いられているという声をよく聞く。また文部科学省などから奨学金を受けるには面接や試験の際に日本語が必要 ので、日本語を話せない多く
の英語
コースの学生は奨学金を受けることができない。筑波大独自の奨学金制度『つくばスカラシップ』など各大学が対策を講じているが、大学の予算によっ そ 規
模は異なる。日本語を話せなければ奨学金を受けられないのが現状。全員が国からの奨学金を受けられる仕組みが必要だ」と、奨学金の充実が喫緊の課題だと語った。　
さらに、
タキザワさんは、
英語コース担当の日本人教員
の
不足を嘆く。 「コース
の教員の多くは外国人で、留学生が相談できる日本人が少ない。奨学金申請など事務的な支援をする人以にも、日本語を教えられる教員をもっと増やしてほしい」と話す。　
日常生活でも日本語の障
壁はつきま う。タキザワさんは「英語コースの学生は日本語を勉強しなくて良いと思われがちだが、日常生活や学内交流には日本語が必要で、学類の必修授業にも日本語の授業がある。コンビニ店員との簡単な会話も、入学当初は困難だ
」
と話す。また「授業で日本人教員が英訳したテキストを使用する際、要点以外は省かれる場合 多く、日本語で書かれた原本を読んだ方が勉強にな 。学業面でも『言 の障壁』を感じる英語コースの学生は多い。　
２００９年、筑波大学は
文部科学省が留学生を増やすために推進する事業「グローバル
30」の拠点大学に
採択され 。その後、英語での学類の授業や、留学生と日本人学生が同居する宿舎を設けるなど留学生の受け入れ体制 整備を進めてきた。その結果
08年から５
年間で受け入れ留学生は１０００人以上増え、目標とする４５００人に達す日も近付いて　
大学側が体制の整備を進
める一方、課題もある。日
ことや女の子のことばかりだったような気がします。　
教師になろうと思い入
学したのですが、指導教官から研究職を目指さないかとの示唆も受け思案しました。その時、ガールフレンド（一応今 妻です）の部屋にあっ 行政学の本を手に取り、 「文部省（当時 に入れば、学校現場も教育学の世界も両方と関わりを持つことができるのでは？」と考え、修士課程に進学しつつ、国家Ⅰ種試験のため法律学・行政 や経済学の独学も始めました。　
結果として、選択は間
違っておらず、今 充実した職業人生を送って
人骨から食生活を明らかに人間社会のルーツを探るまで、シリア北西部のテル・エル・ケルク遺跡にある、紀元前６３００年ごろの世界最古級の共同墓地で、人骨や埋葬品の発掘調査を実施。人骨の
本人学生と留学生の交流が活発でないことだ。留学生や、留学を希望する日本人学生の支援を行う「グローバル・コモンズ」では、学生と日本人学生の交流イベントを企画している。だが、職員によれば「イベントに参加する日本人学生は限られている」という。一部の日本人学生だけがイベントに興味を持ち、他の学生は全く参加し ないのが現状だ。　
なぜこうした状況が起き
るのか。 その原因の一つは日本人学生が「英語が話せない」 「言語能力がないを誰かに見られるのが恥ず
います。文部科学省の所しょしょう
掌
範囲は広く、学校
の先生方や教育学者のみならず、著名な文化人・芸能人、 宇宙飛行士、 トップアスリートの方々と仕事をする機会も多く、日々刺激 受けています。　
しか
し、
凡人の哀し
さ、 「隣の芝生は・ ・」で、厳しい局面に出会った際には、時々「違った道を進んでいたほうが幸せだったのでは？」と思うことも確かです。才能と無限の可能性を持った皆さんが、一つの職業を選択することは大変な作業だとお察しします。それは、選 ＝「他の多く可能性を捨て 」
からです。しかし、その時点で、最も情熱を傾けることができる分野を見つけ、そこにまい進するほかありません。　
皆さんは、ぜひ、大学
生活を通し、オープンマインドで何事にもチャレンジし、 「人間力」を高めていってください。頭脳の鍛錬ももちろん必要ですが、それを かすための環境整備や有用な情報流入の多
たか
寡は、総合的
な「人間力」に負うところが大きいという が役人生活二十数年 実感です。　
筑波大学が、今後とも
多様な若者を受け入れ、その成長を見守り、心のふるさとと る学舎であり続けますように（平成
２
年
度教育研究科
修了）
かしい」などの理由から自ら留学生と距離を取っているためだ。記者自身、 「外国人の友達を作りたい」 「英語で会話したい」 思っていても、学内ですれ違う留学生に挨拶すらできず、情けなく感じる。多くの日本人学生がそんな思いを経験があるのではないか。　
これは留学生にも当ては
まる。自国や言葉 通友達だけと集まっていては、日本人学生がその輪に入ることは難しい。国籍の異なる学生を「違う大学に通う学生」 のように認識し、無意識に 「話す必要はな 」と考えてはいないか。筑波
大の理念 「国際性の日常化」を実現するには、全て 学生が国籍に関係無く他の学生と接し、友達になることが「当たり前」でなければならない。　
文
部
科
学省は９月
26日、
世界トップレベルの教育・研究を目指す「スーパーグローバル大学」
37校を選定・
「スーパーグローバル大学」37校
◇クツワムシ◇
国籍を超えて交流しよう
その結果、同じ出身国の学生同士で集まり、より内向きになってしまう」と語った。　
こうした状況を打開する
ため、何ができる か。タキザワさんは「留学生の多くは日本人学生と交流した
いと思っているが、なかなか自分から話しかけられない。大切なことは
、 『言葉
が通じにくい 』と交流を敬遠するのではなく、片言交じりでもお互 の文化や意見 伝え合うことだ」と語った。
公表し、筑波大は世界の大学ランキング１００位入りが目標の「トップ型 学」に選出された。 筑波大が 「国際性の日常化」を実現し、真の「スーパーグローバル大学」になれるかは、学生が意識を改め、どう行動するかにかかっている。　（井口彩＝社会学類２年）
30 日、留学生センターで）＝田中開撮影
分析の結果、同じ地域に住んでいても、家族ごとで食生活が異なっていたことなどを明らかにした。　
発見の決め手になった
のは、人骨に含まれるコ
ラーゲンだ。人骨のコラーゲンの元素配分には、個人の食生活が色濃く反映される。例えば▽窒素元素の割合が高いと植物中心の食生活▽炭素元素の割合が高いと肉中心の食生活……という具合だ。常木教授はアイソトープ分析を専門とする東京大学の米田穣 授、同大学院生 板橋悠さんらに依頼し、発掘した人
骨のコラーゲンを多数分析。同じ場所に固まって埋葬された人骨中に含まれる、窒素元素と炭素元素の割合を比較し 結果、こ らの人 に含まれる元素の割合がほぼ同じだと分かった。これは生前、同じ食生活をしていた証拠といえる。　
通常、同じ場所に埋葬
された人骨は家族関係にあったと推測できる。シ
リアの場合、同じ場所に埋葬されていたことに加え、同じ食生活をしていたことから、これらの人骨は家族関係にあった可能性が非常に高いことが推測でき 。　
食生活の違いが分かれ
ば、当時の集落の文化や慣習などを検討するための大きな手がかりとなる。家族と推定された人骨群ごとに元素配分が異なっていたことから 「 （同じ集落に）肉好きの家族も、 魚好きの家族もいた」ということが分かっ 。「食生活の違いから、同じ集落の中に貧富の差が
あった可能性がある」とも常木教授は推測する。　
古代の謎である当時の
西アジアの食生活を紐解く支えは、コラーゲン分析などの、先端科学の力だ。 「西アジアの古代文
明を明らかにすることは、現代の人間社会のルーツを解明することつながる」とも常木教授は話している。（佐々木優＝知識情報・図書館学類３年）
後期初白星で 11 位に
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Ａグループ５位
　【昭島市民球場（東京都
昭島市）で鈴木拓也＝人文学類３年、写真も】８チームが２回戦総当たりで戦う
３勝３敗で４位
　
関東大学対抗戦が９月
13
日から秩父宮ラグビー場
前半８分、スルーパスを受けた中野誠也が先制ゴー
故障者続出響く
　
３１５号８面「第
26回全
国大学弓道選抜大会」の写真説明で、 「冷静に的を狙う斎藤（右）と今林」とあるのは「冷静に的を狙う今林（右）と斎藤（中央） 」の誤りでした。おわびして訂正いたします。 ??????
リーグ戦３位と好調
國井が打線を牽引
首都大学秋季１部リーグ戦が９月６日から行われている。 筑波大は
10月２日現在、
５勝２敗１分けで３位と好調を維持している。中でも１番を打つ國井伸二朗（体専３年）は
32打数
13安打９
打点を記録し、打線を牽
けんいん
引
する活躍ぶりだ。　
９月
14日に昭島市民球場
であった城西大との２回戦では、國井が右中間を破るサヨナラ打で試合を決めた。先発の西島隆成（同年）は何度も得点圏に走者を背負うが、得点を許さない粘りの投球を見せた。五回には二死満塁のピンチで
４番を二ゴロに打ち取るなど、要所を締め、５回無失点でマウンドを降りた。　
六回からは石黒敦也（同
２年）が登板。石黒は八回まで危なげない投球 見せるが、九回に一死から連打を浴びて１点を失った　
打線はその裏、先頭の川
端将広（同１年）が中前打で出塁。松谷竜暉 （同１年）と代打 ・ 野田航洋（同３年）も安打 続き、一死満塁のチャンスを作る 最後は國井が右中間に２点適時二塁打を放ち、サヨナラ勝ちを決めた。　
川村卓監督（体育系・准
教授）は「下位打線が出塁し、 １番の國井で （ランナーを）返すいい形ができている。これから上位チームとの試合が続くが、挑戦者のつもりで戦いたい」と語った。
    （
12面に関連写真）
9 回１死満塁、サヨナラ適時二塁打を放つ國井（9
　
秋季関東大学リーグ戦が
９月６日から、青山学院記
念館（東京都渋谷区）などで行われている。
10月２日
現在、女子は持ち前の「粘り強さ」を見せられず、３
　
関東大学リーグ戦が９月
６日から国立代々木競技場第二体育館（東京都渋谷区）などで行われている。春の選手権 準優勝した男子は、下馬評こそ高かったが、流れをつかみきれず苦戦が続き、
10月２日現在、
６勝４敗で
10チーム中４位
となっている。　
９月
21日には、専修大生
田キャンパス（神奈川県川崎市）で青山学院大と対戦した。昨年の秋季リーグ戦では、勝利している相手だが、決め手に欠き、逆転することができずに
79―
84で
敗れた。　
第１ピリオドは点を取り
合う展開になった。杉浦佑成（体専１年）のシュートなどで得点を連取。だが、青山学院大に反撃を許し、
19―
27とリードされて第１
ピリオドを終えた。　
第２ピリオドでは、序盤
に点差を
14点まで広げられ
る。笹山貴哉（同４年）が外角からのシュートを決めるが、
30ー
43とリードを許
し、前半を折り返した。　
坂東拓（同４年）の３Ｐ
シュートから始まった第３ピリオド。終盤にも、坂東が３Ｐ を決めて詰め寄るが、青山学院大の猛
攻を受け、再びつきはなされた。　
第４ピリオドでは、坂東
の３Ｐシュートで 筑波大に流れが傾き、一時、点差は３点まで迫っ だがあと一歩 ところで青山学院大にフリースローを決め
（東京都港区）などで行われている。筑波大は故障者が続出し、
10月２日現在、
０勝２敗でＡグループ５位に沈んでいる。　
９
月
14日
に
秩父宮ラグ
ビー場で初戦の明治大戦があった。 筑波大は前半１分、８分、
18分に３連続でトラ
イを決められる苦しい立ち上がりとな
26分に木
村貴大（体専３年）がトライを、山下一（同４年）がキックを決め７点を返し、前半を終えた。　
後半５分、明治大にペナ
ルティー でさらに差を広げられたが、８分に福岡堅樹（情科３年） 、
10
分に窪田寛 体専４ が連続でトライを決め、
21―
24と３点差までに迫った。
しかし明治大の攻撃 防げず、
21―
41で敗れた。試合
後、木村は「前半 明治大のプレッシャーに押され、いい流れを作れなかった」と悔しさをにじませた。　　　　　　
（山野辺拓実）
　
全日本学生ラート競技選
手権がつくば市桜総合体育館（つくば市金田）で、８月
23―
24日に行われた。女
子の部では松浦佑希（体専４年）が全４種目を制し、男子の部では相原奨之（同４年）が斜転、跳躍、個人総合で優勝した。　
女子の部では、松浦が出
場選手の中 唯一直 と躍で９点台、斜転で８点台の高得点を記録。合計で
27・
55点を獲得し、全種目
で２連覇した。松浦は「大きな失敗もなく、練習通りに演技 きた。今後も一つ一つの課題と向き合いながら練習 励みたい」と語った。
　
男子
の
部では相原が直
転、斜転、跳躍でそれぞれ手堅く得点し、合計で
25・
60点を記録した。相原は
「大会直前に調子が悪くなり、演技構成を変えよう悩んだが、最後まで変えずに納得のいく構成で臨んでよかった。この結果を
12月
の全日本ラート競技選 権に繋げていき い」と語った。　
ま
た
団
体戦では、相原、
松浦、星野崇（知機１年）小出奈実 （体育１年） のチームが出場。２位
13・
90点
の差をつけて優勝し、個人、団体共に強さを見せつけた。                （油布知夏）
られ、
79―
84で惜敗した。
　
吉田
健
司監督（体育系・
准教授）は「ゲームの入り方が悪く、序盤に点差が開いてしまった。今後は、まとまりのあるチームを作り、後半戦に臨み い」と話した。
      （大西美雨）
勝３敗で８チーム中４位と苦戦が続いている 一方、男子は４勝５敗で
12チーム
中
10位と低迷している。
　
女子は初戦で嘉悦大と対
戦し、３―０でストレート勝ち。次の青山学院大戦では、第１、 ２セットを連取。だが、第３セットを奪われると、第４、 ５セットも奪われ惜敗した。続く国士舘大戦、 日本女子体育大戦は、それぞれ３―０、 ３― と快勝し、波に乗ったように見えたが、日本体育大、東海大にいず も１―３で連敗し、勢いを失った。　
男子は、東海大との初戦
を３―１で勝利し その後は中央大に０―３、早稲田大に１ ３ 連敗。し
ラート男女共に好成績
流れつかめず４位
 男子
 苦戦続く
ラ
グ
ビ
ー
かし続く順天堂大戦、明治大戦は３―２、 ３―０と連勝。日本体育大には１―３で敗北、慶應義塾大戦には３―１で勝利したが、東京学芸大、専修 にはそれぞれ０― 、 １―３で連敗した。　
秋季リーグ戦は
10月
12日
まで行わ る。
（林健太郎）
月 14 日、城西大戦で）
　【
千葉県総合スポーツセンター東総運動場（千葉
県旭市）で森脇慎＝社会学類２年、写真も】関東大学リーグ後期が９月６日から
11月
15日にかけて行わ
れている。創部以来初の２部降格の危機に直面している筑波大は９月
28日、早稲田大と対戦。１─０で
勝利し、後期初白星を挙げた。筑波大はこの勝利で勝ち点３を積み上げ
11位に浮上、１部リーグに残留
できる
10位まで勝ち点差２に迫った。 （
10月２日現
在）
ルを決める（9月28日、早稲田大戦で）
関東大学リーグ戦残留争い続く
関東大学対抗戦
　
前半、風上に立った筑波
大はワントップの中野誠也（体専１年）を中心に主導権を握る。８分、中央で
野嘉大（同４年）がゴール右前にスルーパスを送り、走りこんだ中野誠が右足を振り抜いて先制した。その
後も筑波大のペースで試合は進む。
12分には中野誠が
センターライン付近でボールを奪取。そのままドリブルで持ち込み、ＤＦ３人をかわして得点機を迎えるがＧＫの好セーブに阻まれた。
40分も再び中野誠がＤ
Ｆからボールを奪いＧＫと
一対一になるが防がれた。　
風下
で
迎えた後半は一
転、早稲田大の猛攻にあい、我慢の時間が続く。後半３分、４分と立て続けミドルシュートを打たれるが、いずれも枠外。５分にはゴール右前から決定的なシュートを浴びるが ＧＫ
の岩脇力哉（同３年）がダイビングして防いだ。怒涛の攻撃を耐えると
33分、早
稲田大の攻撃を中盤で遮り、 そのまま車屋紳太郎 （同４年）から パス 受けた中野嘉がドリブルで持ち込みシュートを放つ。だがこれはゴール右上に外れた。
２点目は入らなかったが、パス回しでチャンスを作りつつ、相手に満足に攻撃をさせない、筑波らしいサッカーを展開し、虎の子の１点を守り切った。　
決勝点を挙げた中野誠は
「 （今日の試合は）失点しなかったことが収穫。残りの１試合１試合を大事にし、勝ち抜いていきたい」と話した。　
中
山
雅
雄監督（体育系・
准教授）は「自分たちのやりたいサッカーができたが、追加点を取れなかっのは課題。１部残留へ負けられない戦いが続くが、このような試合ができれば結果はついてくると思う」と語った。
（
12面に関連写真）
関東大学リーグ戦
女子
国士舘大に攻め込まれる筑波大（9月 20 日）
＝女子バレーボール部提供
好成績を残し笑顔の部員たち（８月
24日、つ
くば市桜総合体育館で）＝体操部提供
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「文武両道」目標に
の
柔道女子 63 ㌔級のホープ
（体専１年）
６年連続の総合優勝
　
世界選手権が８月
25―
31日にロシア・チェラビン
スクで行われ、 初出場した男子
81㌔級の永瀬貴規 （体
専３年）が団体戦決勝で一本勝ちするなど、日本の金メダル獲得に貢献した。個人戦では５位に終わったが、期待の若手として存在感を見せつけた。
　
■個人戦
　
大会４日目の
28日、永瀬
は準々決勝で世界ランキング１位のアブタンディル・チリキシビリ（グルジア）と対戦。接近戦を試みるチリキシビ に対し攻めに転じるこ ができず、指導を３つもらい敗退 敗者復活戦でナシフ・エリアス（レバノン） に優勢勝ちしたが３位決定戦では昨年覇者のロイック・ピエトリ（フランス）に敗れメダルを逃した。　
■団体戦
　
最終日の
31日、永瀬を含
む日本男子はモンゴルとの１回戦、中国との準々決勝をストレート勝ち 前回覇
　「
小
さ
いころは恥ずか
しがり屋で、格闘技向けの性格ではなかった」というが、今年２月のヨーロッパオープン・ローマの
63㌔級で優勝を飾るな
ど、国内外の大会で輝かしい成績を持つ。得意技の切れ味鋭い 「内股」 で、これまで数々 相手を倒してきた柔道部女子期待の選手だ。　
高校の柔道部監督であ
る父の影響で５歳から柔道を始めた。７歳上の兄と５歳上の姉も柔道をしていたため、柔道は子どものころから身近な存在だった。 小学生の時には、地元の長野県内では無敵の存在に。全国大会にも出場するまでに力を伸ばしていった。　「
や
ら
ないといけない
もの」だと考えていた柔道を自らの意思で続けようと決めたのは中学２年の時。全国大会で２位という好結果 残したからだ。中学生になり、練習が厳しくやめたいと思っ
津
つ
金
が ね
 恵
諸貫 国体で優勝
４×４００㍍リレー制す
者のグルジアとの準決勝では、永瀬がチリキシビリ
　
全日本学生選手権（イン
カレ）が９月５─７日に横浜国際プール（横浜市都筑区） で行われ、 諸貫瑛美 （体専４年）が１００㍍背泳ぎで準優勝した。また９月
12
―
14日には第
69回国民体育
大会が長崎市民総合プール（長崎県長崎市）で行われ、諸貫は１００㍍背泳ぎを１分０秒
90の自己ベストで制
した。
個人戦は 位
ていたが、この大会で出した結果が柔道を続けるきっかけとなった。 「今でも練習は嫌いだけど、（柔道で）相手に勝つと嬉しい」と笑う。　
さらに高校２年の時に
はインターハイで悲願の初優勝。それまでは、優勝まで「あと一歩」及ばないことが多く、１位と２位の差を痛感していた。そ 埋めることができたインターハイでの優勝は強く印象に残っている。 「その前の大会で負けた選手に初めて勝って優勝でき、 後の大会 勝ち続ける起爆剤になった」　
筑波大に入学を決めた
理由は「文武両道な総合大学に惹かれたから」 。国立では珍しい体育学部があり、トップアスリートが多く在籍している。それに加え、学問への意識も高い校風に憧れた。
4×400 ㍍リレーで力走する松原（9月 7日、熊谷スポーツ
教師という夢を叶えるのに最適な場所だと感じた。　
入学後は初め
ての一人暮らし。今までは母親に任せてい家事を自らでこなすようになり、自己管理の大切さを実感して自炊も積極的に行うようになった。原付きバイク 乗って
スーパーへ買い物に行くこともある。また、筑波大の柔道部も「自分で考え、自分で（自分の癖や弱点などを）見つけ 」というのがモット 。大学に入ってから、さまざまな場面で自身と向き合うことが増えた。 「 （大学生になって）自由にでき
ることが増えたからこそ、生活面でも柔道でも自分で考えることが多くなった」と話す。　
目指すは２０２０年の
東京五輪での金メダル。「今まで大きな怪我がないという強みを生かし自己管理を徹底しながら努力し続けたい」 。目標の選手は筑波大のＯＧで、
08年の北京五輪
63㌔
級金メダリストの谷本歩実だ。１６０㌢と小柄ながら得意技の内股で、常に一本を取りに行く谷本のプレースタイルに憧れる。金メダル獲得に向けて、同じ「内股」を武器に、谷本 ような攻めの姿勢を磨くつもりだ。　
そしてその先にある教
師という夢には 高校教師である父の存在が大きい。 「学生の目線に立ち、熱心に指導す ようになりたい」 。 「文武両道」を目標に自身と向き合い続けるその姿は、柔道界に限らず人々 影響を与える存在となるだろう（新田萌夏＝社会学類２年、写真も）
内股で有効を奪い、個人戦の雪辱を果たした。そして決勝ではロシアと対戦。
66
㌔級の海老沼匡（パーク
24） 、
73㌔級の大野将平（旭
化成）が連敗する中、永瀬がムラト・カバチロフに大内刈りで一本勝ち。団体戦の流れを見事に変え、日本は３―２でロシアを下し優勝を決めた。日本男子は世
　【熊谷スポーツ文化公園陸上競技場（埼玉県熊谷市）で井口彩＝社会学類２年】
日本学生対校選手権 （日
本インカレ）が９月５―７日に行われ、女子は４×４００㍍リレーを制すなど各種目で好成績を残し、６年連続
24度目の総合優勝を
果たした。男子は昨年から順位を一つ上げ、総合３位だった。　
女子が強さを見せつけた
種目は、６―７日に行われた４×４００㍍リレーだ。筑波大は予選を２位で通過すると、決勝でも力強い走りを見せ 。　
１走は昨年のインターハ
イで４００㍍ハードルを制した伊藤明子（体専１年） 。伊藤は持ち前の持久力を発揮し、筑波大はレース序盤から好調に滑り出した。２走の松田絵梨（体科２年）は、前半はゆっくりしたペースで入り、後半疲れを見せる他の選手を抜き返
て１着で３走の松原恵（体専２年）につないだ。松原も松田と同様、後半にギアを切り替え、バトンは４走の神保祐希 （同１年） に渡った。 最後まで接戦だったが、神保が３００㍍地点手前のカーブからピッチを上げ後続を突き放し、３分
40秒
73
でゴール。予選１位の東大阪大を０ ・２秒差で２着に抑え、選手たちは抱き合って喜んだ。　
その他の主な結果は以下
の通り。
　【
男
子
】４００㍍ハード
ル
　
加藤誠也（体専４年）
50秒
91＝２位▽３０００㍍
障害
　
津田
修也（同３年）
８分
49秒
71＝１位▽走高跳
　
衛藤昂（体科２年）２㍍22＝１位▽走幅跳
　
嶺村鴻
汰（体専４年）７㍍
90＝１
位▽やり投
　
中嶋善寛（同
４年）
73㍍
72＝２位、園田
健太（同３年）
72㍍
77＝３
位▽ハンマー投
　
保坂雄志
郎（体育１
66㍍
00＝１
位　【
女
子
】４×４００㍍リ
レー
　
伊藤・松田・松原・
神保
　
３分
40秒
73＝１位▽
棒高跳
　
榎本優子（体育１
年）３㍍
85＝１位
▽走幅跳
　
中野
瞳（
同
２年）６㍍
08＝１位▽ハンマー投
　
勝
　
■全日本学生選手権
　
優勝を
目標に臨んだが、
日本インカレ
女子
女子 100 背
永瀬 団体決勝で一本勝ち
界選手権に団体戦が取り入れられた２０１１年大会以降初めて優勝した。　
今回の世界選手権につい
て永瀬は「世 の中での自分の実力を知ることができた。次の大会までにどんな相手にも対応できる力を身につけ い」と話した。
 
           　　
（新田萌夏）
コンディションが万全ではなく、終始トップを追う形で２位に終わった。タイムも１分１秒
37と自己ベスト
には及ばず悔いの残る結果となった。　
■国民体育大会
　
好調なスタートを切った
諸貫はそのままトップを独走。 「すべて良かった」という泳ぎで圧勝した。諸貫は「無心で泳いだ結果、自己ベストで優勝 きた。次は
12月に行われる世界短水
路選手権（カタール・ドーハ）の日本代表入りを目指したい」 と話した。
（姉崎信）
◆漕艇
　
　
２０１４アジアジュニア
ボート選手権（９月４―７日、台湾・宜
イーラン
蘭）女子ダブ
ルスカル▽ストローク
　
小
原有賀（体専１年）８分
24
秒
90＝１位
◆ライフセービング
　
　
第
29回全日本学生選手権
大会（９月
27―
28日、御宿
中央海岸） 【女子】 １㌔㍍×３ビーチリレー
　
有水理菜
（生物２年） 、古川萌子（応理１年） 、山下萌（医療１年）＝
10位
男子が２部復帰
　
関東大学リーグ戦が８月24日から９月
21日にかけて
有明テニスの森公園（東京都江東区）などで行われ、男子は３年
ぶりの２部復
帰、女子は１部残留を決めた。　
男子は３部リーグで圧倒
的な強さをみせ首位に立つと、９月
20日の入れ替え戦
で東海大に５―４で勝利
し、２部昇格を果たした。男子は３年前の３部降格以来、毎年３部リーグで首位に立っていたが、入れ替え戦で２年前は駒澤大、昨年は上武大に敗れ、２ 復帰を惜しくも逃し 。　
女子は１部リーグ最下位
の６位に終わったが、９月
21日の入替戦で２ 首位の
日本大に５―４で勝利し、１部残留を決めた。
（田中開）
関東大学リーグ戦
柔道世界選手権
団体戦決勝でロシアのカバチロフに大内刈りをきめる永瀬（左）（8
インカレで準優勝を果たした諸貫（9月 7日、横浜
国際プールで）＝水泳部提供
写真：長田洋平／アフロスポーツ
山眸美（
体専２年）
60㍍
70＝１位▽やり投
　
久世生
宝（同２年）
57㍍
97＝１位
▽七種競技
　
松原恵（同２
年）５３０２点＝１位、伊藤明子（同１年）５２２３点＝２位
文化公園陸上競技場で）＝陸上競技部提供　　
月 31 日、ロシア・チェラビンスクで）
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昆虫と人の共存考える
　
夏休み真っ盛りの８月
10
日。筑波大学内の教室には
14
人の小学生たちとその保護者が集まっていた。 「セミの体がいくつ 部分に分かれているか、観察して絵に描いてみよう」 。指示を受けた子どもたちは、渡されたセミをひっくり返し、
翅はね
を広げ、 大はしゃ
ぎ。 「翅 何枚あるのかな」 「どこが目なんだろ そんな疑問に 「つくバグ」 のメンバーが一つひとつ丁寧に答えていく。　
２０
１
０年に活動を始め、
今年で５年目を迎える「つくバグ」は学生 主体となって活動する筑波大学社会貢献プロジェクトの一つ 虫につい
　
都内の公立図書館で『アンネの日記』とその関連書籍３００冊以上が破られた
事件に関し、 学生団体 「図書館情報学若手の会 （ＡＬＩＳ） 」 がクラウドファンディング＝
　
＝を使い、被害を受けた図書館に書籍を寄贈のために
60万円以上の支援
金を集め、注目されている。８月９日には筑波大学春日エリアでＡＬＩＳの定例会があり、このプロジェクトを発案した赤山みほさん（図情メ１年）が活動を報告した。
　　　　　　　　
  　（佐々木優＝知識情報・図書館学類３年、写真も）
　「受
験
生のための筑波大
学説明会」が８月
23―
24、 
31日に筑波大学で開催さ
れ、全国からの高校生が、各学類の説明会や模擬授業などに参加した。また新たな試みとして、 様子がインターネット上の動画配信サービス「ニコニコ生放送」で中継された。　
23日に行われた生物学類
の説明会では、学内の研究施設の見学ツアーが行われ、抽選で選ばれた約
50人
が遺伝子実験センタ や生命領域学際研究センターを回った。　
また春日エリアでは、説
明会の様子がニコニコ生放
ネットで
60万円集める て学び自然と触れ合うことを目的として、主に小学生を対象に年に約３回、大学構内やつくば市内で昆虫採集やスケッチ、標本作りなどのイベントを実施している。
11年に
は、筑波大から地域 の連携を最も進めた団体 贈られる「つくばエコシティ推進プロジェクト社会貢献賞」を受賞するなど活動内容は高く評価されている。　
今回行ったのはセミの標本
作り。 自宅でも作れるように、材料は発泡スチロール 張り合わせて作った展
てんしばん
翅板やクッ
キングシート、まち針など一般家庭にあるものだけを利用した。十分に観察を行い、虫の構造を理解してから標本作りが始まる セミの胸の真ん中にまっすぐ針を差 込み、展翅板の上に固定 クッキン
グシートを翅の上に被せ、翅の形を整えていく。 「図鑑に載っている昆虫の姿をイメージして翅を開くんだよ」とメンバーが説明 すると、親も子どもも夢中な様子で真剣に翅を広げた。　
兄弟と参加したという女の
標本作りの説明をするつくバグのメンバー（左）
　
女子小学生を対象にしたサッ
カー教室が８月９日、筑波大学第１グラウンドで行われ、 「未来のなでしこ」を目指す
62人の児童が
参加した。　
教室は８月８―
11日まで開催さ
れた「全国大学女子サッカーつくばフェスティバル」の一環として行われ、筑波大 ど８大学の女子選手が指導にあたった。全国レベルで活躍する選手たちが登場すると、小学生たちは拍手で迎え　
教室は経験年数で２グループに
分かれて行われた。そ ぞれパスやドリブル シュートなどを練習。ミニゲームも行われ、小学生 懸命にボールを追いかけた。　
閉会式では、最優秀選手が２人
周年10
子も最初は少し気持ち悪がっていたが、標本が完成するころには「ちょっとだけセミが好きになっ 。きれいな色のチョウでも標本を作りた 」と満足そう 自分の 標本を眺めた。　
筑波大には数十の昆虫関連
の研究室があるが、その枠を越えた交流はほとんどない。それを 「もったいない」 と思
　
去年４月に日本に来
た。１年間東京外国語大学で日本語を勉強してから、 筑波大学に入学 た。この１年半、日本人や外国人との関わり、視野が大きく広がった。印象深かったことは、 日本社会 ・文化の特殊性だ。　
例えば、 日本の就活だ。
日本では内々定をもらった時期に関わらず、４月に入社し、留年した人は来年の４月ま 待つ。しかしオーストラリアには決
ま
った入社時期はな
い。企業が一年中、必要
に応じて採用する。さらに、就活の解禁時期や新卒・既卒の区別もない。　
また、
日
本語には言
葉遣いのルールが多い。英語には「お疲れ様です」 「つまらないものですが」など、日本語独特の表現が無い。所属していた合気道部の合宿の招待状を日本語 わからな
い部員のために英語に翻訳したところ、長さが半分になった。英語では必要ない文が多かっ からだ。日本文化では「丁寧さ」 が重視されているがオーストラリア文化ではシンプル・イズ・ベストだ。　
外国人は日本語表現を
くどいと思うかもしれな
いが、果たして彼らが日本人ほど流暢に文章を書くことができるのか。英語は２０００語学べば日常会話の８割は問題ないと言われているのに対し、日本 ５も学ばなければ けなという。こんな複雑な言語を使っている 人は、すご と思う。　
一方、日本人はクリエ
イティブな力が欠けているとも思う。例えば、ブラジルの文化を見る 、社会の慣習が少ないため、ブ 人は自由で主体性が高く、クリエイティブ力を発揮する機会が多い。 だからといって、社会の慣習を捨てれば良
日本の特殊性に学ぶ
いわけではない。大切なのは、視野を広げることだと思う。　
よっ
て
私は日本に来
た。母国にいたころから
つくバグ
た山口芽衣さん（持続環境２年）が虫好き仲間と共に「つくバグ」を発足させた。現在のメンバーはさまざまな研究室からの８人。 「虫の面白さを子どもたちやメンバーと共有できることがとても楽しい」と山口さんは語る　
今後は今回のように親子が
協力するような活動 増やしていきたいとい 。 「子どもが虫を好きになっても、親がそれを受け入れてくれ いと子どもの興味は離れて ってしまう」 。未来の 「虫博士」 や、ひいては「科学好き」の芽を摘んで わないよう、親も楽しませる工夫したイベントを考えているそうだ。　「
昆虫
と人の共存を考えて
生きるような人になってほしい」 。山口さんのそんな願いに応えるように、子どもたちは出来上がった標本を大切そうに持ち帰った
（油布知夏、
写真も。
12面に関連記事）
親子でセミの標本作り
目指せ
送で配信されたが、視聴者からリアルタイムで「学生宿舎の住み心地はどうか」「どのようなサークルが活動しているか」などの質問が次々と寄せられ、筑波大生が答えていた。　
24日に行われた社会学類
の説明会には、約６００人が参加した。カリキュラムや主専攻、大学生活につての説明があり、参加者は真剣に話を聞いていた。比較文化学類では昼休みに学生と来場者 ランチ・ミーティングが行われ、来場者は食事をしながら談笑していた。　
栃木県から訪れた女子生
徒は「社会学類では幅広い分野の学問が学べると感じた。大学進学への意欲がわいた」と語った。                （小野憲司）
日本文化に関する記事やブログなどを読むことが好きだった。だが日本に来て、他人の経験や意見を読むだけでは体感できないものを身につけることができた。日本の生活には慣れないことが多い。その中 、自分がやるべきこ は文句を言うことではなく、相手の立場に立って、グローバルな規模で理解しようとすることだと思う。　
皆さんへのメッセージ
は、外国語を学ぶだけでなく、それに伴う（外国の）考え方を取り入れるべきだということだ。ぜひ、国内でも国外でも、外国人と接してみてください。私も待って ますよ！（教育学類１年＝オーストラリア出身、原文は日本語、イラスト・姉崎信＝心理学類２年）
大学生が小学生を指導
発表され、なでしこジャパンで活躍する猶本光選手（体専３年）のサイン入りサッカーボールとシューズが贈ら た。　
最優秀選手に選ばれた小学５年
生の平塚佑月さんは「 （ミニゲームでは）自ら声を出してチームを引っ張れた。大学生を見て上手になりたいと思った」と笑顔で語った。　
実行委員会のイベント部長を務
めた横山亜依さん（体専３年）は「今年は例年より多くの大学生に協力してもらい、イベントを盛り上げることができた。小学生の嬉しそうな声が聞けて良かっ 」語った。             （大西美雨、写真も）
　
事件は昨年２月から今年
２月にかけて発生。今年３月には無職の男が器物損壊容疑などで警視庁に逮捕された。被害総数は３００冊以上にのぼり、杉並区では計１２１冊 被害があった。ＡＬＩＳ 調べによると、被害額の合計は約
70万
円という　
この事件を受けて、ＡＬ
ＩＳは「公立図書館は図書の購入費が限られており、破られた図書が再購入できないこともある」 （赤山さん）ことから、 を寄贈しようと、今年４月に支援金募集や被害状況の調査などを始めた。 その際、 ツイッターなどで簡単に宣伝できるなどの理由からクラウドファンディングを使用。開始から２カ月で目標の
53万
円を超え
62万２０００円
を調達した。　
８月９日にはＡＬＩＳの
定例会が行われ、これらの活動が報告された。赤山さんは「図書館情報学を専攻する一人として、自分がやらなければならないと思った。出資者には感謝している」と語り、今後については「先方の図書館の都合が確認でき次第、本を送りた
い」とした。　
また、定例会では有名な
ブロガー「ｆｉｎａｌｖｅｎｔ（ファイナルベント） 」さんらが講演。ファイナル
学生団体ALIS
ベントさんは「日本と海外では『アンネの日記』の受け止められ方が違う。では青春期の生きづらさについて共感されることが多
い。しかし海外では、ユダヤ人迫害について描かれた本として読まれている」と説明した。
ネットで中継も学内施設を見学
　
クラウドファンディン
クラウドファンディングの活動報告をす
ミニゲームでボールを追いかける女子小学生（８月９日、第１グラウンドで）
る赤山さん（8月 9日、春日エリアで）
「未来のなでしこ」
大学説明会
『 ンネの日記』
グー・リー
（8月 10 日、２D棟で）
寄贈へ
グ＝インターネットを介して不特定多数の個人から資金を集める方法。新しい資金調達の手段として注目されている。ベンチャー企業
への出資など幅広い分野で活用されている。今年５月にクラウドファンディングに関する規制整備を行う法律が成立した。
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街明かりの消えた午前
２時。人々が寝静まったころ、学内で天体望遠鏡を覗く人影がある。天文研究会の活動の面 だ。　
天文研究会では、週に
１度大学で星 観望をしつつ、天体望遠鏡の扱い方や天体写真の撮影方法を学んでいる。会員は
83
人。文理問わず、さまざまな学類から星好きが集まる。会長の鈴木淳貴さん（物理３年）は「 （星や月などの）天体の美
しさが一番の魅力。季節によって観望できる天体も変わる。飽
　
青
木
風
人さん（芸専４
年）がプロデュースするアイドルグループ「美塾女アイドル５Ｗ１Ｈ（以下５Ｗ１Ｈ） 」のデビュ シングル 「ＧＯ！ＧＯ！５Ｗ１Ｈ」のＣＤが９月
17日に発売さ
れた。学園祭などのイベン
きることは無い」 と話す。　
力を入れる活動は、毎
年学園祭で披露するプラネタリウムだ。製作期間は約半 。総重量
15㌔の
ビニールを袋状に貼り、送風機で膨らませ、高さ５㍍、直径４㍍の円型ドームを作る。ドームの中央に星を映す投影機を設置すると、約
30人が収
容できるプラネタリウムの完成だ。　
ドームをはじめ、星座
を解説するナレーションは全て手作り。 ーションに合ったＢＧＭの選曲も会員の仕事だ。投影機の電源を入れると、天井に冬 星座が現た。 「あれが北斗七星」「あっちにシリウスがあるから、これはおおいぬ座」と、本番に向けて上級生は数多くの星からす
天文研究会
大学主催のビジコン開催
ばやく有名な星を見つけては、指をさして後輩に教える。ナレーションの内容やＢＧＭの選曲は、シナリオを作る時から何
トで購入できるほか、５Ｗ１Ｈの公式ホームページでも注文を受け付けているという。　
５Ｗ１Ｈは、今年４月に
筑波大の竹内緑さん（芸専２年）と丹
たんじ
治遥さん（同３
年）を含む現役女子大生６
人で結成されたアイドルグループ。
「センター試験へ
立ち向かう受験生を支えたい！」 をコンセプトとして、メンバーが受験科目を解説する 「レクチャームービー」の配信を中心に活動を行ってきた。
　
ＣＤは通常盤とイベント
で受験生に無料配布するアカデミック盤の２種類があり、それぞれ表題曲とカップリング曲「夏のＴｉ（偏差値） 」 を収録。 表題曲は 「本気で目指そう／難関も恐れずに／私たちと立ち向かおう」など、受験生を応援する歌詞が並ぶアイドルソングで、アカデミック盤には各メンバーから受験生に向けたメッセージを収録した。楽曲の作詞やジャケ
　
若手研究者が自身の研究
を
分かりやすく説明する
「駅前キャンパス２０１４―むずかしそうをくつがえそう―」が８月の第１―４土曜日につくば駅で行われた。研究を身近に感じてもらおうと、つくば院生ネットワーク（ＴＧＮ）が企画したもので、筑波大学の生
など
が
自
身の研究を紹
介。 駅の利用者は足を止め、
話に聞き入っていた。　
この中で、産業総合研究
所の研究員らが「火山は温泉や豊かな農作物などの恵みをもたらす反面、何度も災害を引き起こしてきた」「過去に観測された記録を調査することで、将来の気候変動の予測が導き出せる」と説明した。
　
つ
く
ば
市在住の女性は
「気候変動の話を聞いて、今後、温暖化などの問題にどう行動すればよいか、考えるいい機会になった」と話した。　
駅前キャンパス２０１４
代表の伊藤敏さん（歴人後
駅前で研究紹介
院生らが発表
気象変動について説明する研究員（8月 16
５W １H のデビューシングルの CD を持つ青木さん（9
100㌔完歩
度も推敲を重ねる。そんな苦労があるからこそ、観客はプラネタリウムの
世界に引き込まれるのだ。　
天文研究会の活動はこ
れだけではない。空気が澄んだ場所で星を見るために、月に一度は行われる一泊二日程度の遠征や長期休暇中の合宿など、泊まり込みの活動も魅力のひとつだ。 「つくば市の星空は、東京から 光
トのデザインなどは、筑波大の学生が行った。　
ＣＤの制作資金の調達に
は、つくば市を盛り上げる企画に特化したクラウドファンディングサービス「Ｆ
ファーボ
ＡＡＶＯ
つくば」を活
用。目標金額の
15万円を超
える
16万３５００円を集め
た。
　
９月
20日にはファンとの
対面イベント 「進路相談会」で、ＣＤの販売やライブなどを実施。今後も、イベントや楽曲制作などを積極的に行う予定だ。青木さんは「学生らしく、背伸びしない活動を続けていきたい」と語った。
   
       （添島香苗、写真も）
筑波大生がプロデュース
期１年）は「研究を通して『今をより良く生きるにはどうすればいいか』 などを、参加者の方に少しでも考えてもらえればうれし 」と語った。
   
      （小野憲司、写真も）
　
小学４〜６年生が４泊５
日で取手市からつくば市まで歩き通す「第８回常総１００㌔徒歩の旅」が８月５―９日に行われ、約１８０人が参加した。　
この企画は、子どもたち
の体力などを育むとともに、学生スタッフのリーダーシップを養成するこが主な目的で、今年で８回目。参加児童は約
10人で１
つの班を組み、連日
30度を
越える炎天下の中タッフや地域住民の力を借りてゴールを 指した。　
取手市役所を出発した子
どもたちは、開始直後は緊張し、会話も少なかった。だが、徐々に打ち解け、楽しそうに話をしながら歩を進めていった。　
初日に通過したつくばみ
らい市では、保育園の園児と手を振り合う場面もあった。一行は陸上自衛隊霞ヶ浦駐屯地や筑波山を経て、最終日の午後１時ごろ、つくばセンターに無事に到着した。　
運営協議会の角田知巳会
長は「子どもたちが、完歩を支援してくれた学生・社会人スタッフにあこがれを持ち、成 してくれ ば嬉しい。今後も地域の協力を得て活動を続けていきたい」と語った。
（田中開、
12面に関連写真）やつくば市内の街明かりに照らされ、見える星の数が少ない」 （鈴木さん） 。このため、遠征先は肉眼で天の川を観望できるほど暗い場所を選ぶ。主な遠征先は、栃木県の日光や茨城県の花
はなだて
立自然公園
などで、今年の夏合宿は空気が澄んだ新潟県の妙みょうこう
高
高原を訪れた。普
段に比べ、格段に星空が美しい環境で観望ができるのは遠征ならでは。 「遠征や合宿こそが天文研究会の醍醐味」と会員は口をそろえ 。　
望遠
鏡
を覗きながら、
星について語り合う仲間が天文研究会に集ま夜通し を見つめる間に、自然と生まれる絆。星と星がつながって星座ができるように、星は人と人をもつなげる素敵なものなのだろう。
（大西
美雨＝社会学類１年、写真も）
小学生が
受験生応援アイドル活躍
　
筑波大学が主催したビジ
ネスコンテスト「Ｔｓｕｋｕｂａ
　
Ｃｒｅａｔｉｖｅ
　
Ｃａｍ
ｐ（ＴＣＣ） 」が
７月
18―
20日に開催され
た。ＴＣＣは学生起業家を
育成し、つくば市・筑波大を 「日本のシリコンバレー」にすることを目標に、筑波大出身の経営者の会「筑波みらいの会」が企画。約
20
組の学生が参加し、ビジネスプランを練り上げた。　
コンテスト２日目には筑
波大出身の経営者ら約
20人
による個別指導が行われた。各チームがビジネスプランを全員の前で５分間発表。その後、各グループに一人の講師が付く形で、個別指導が行われた。　
広告会社などさまざまな
業界の講師らは各グループを周り「事業規模を小さくした方がリスクが少ない」などとアドバイスした。　
３日目に行われたビジネ
スプランのプレゼンテーションで参加者らは、永田恭介学長などの審査員を前に、前日より洗練されたビジネスプランを発表。の結果、稲垣洸雄さん（知識３年）のグループが１位に選ばれた。稲垣さんらが提案した は「ＶＩＳＩＯＮ」という動画配信サービス。ニュース番組のような動画をコンピュータで自動編集し、ネット上で配信するプランだった。 収益性や、動画編集の技術力が高く評価された。　
筑波みらいの会理事でＬ
ＩＮＥ社社長の森川亮氏（昭和
63年度第三学群情報
学類卒業）は「参加者のビジネスプランは（筑波大出身の）トップクラスの経営者が評価しており、世界でも通用す 。自信を持って
ほしい」と話していた。　
ＴＣＣは来年度から正式
な授業科目として実施される。永田学長は「 （授業科目としての）具体的な内容は今後決めていく」 た
上で、 「ＴＣＣをスタートとして『起業をするならつくば』という新しいムーブメントを社会に向けて発信していきたい」と話した。
    
    （齋藤優斗、佐々木優）
「起業するならつくば」
月 29 日、５C棟で）
参加者（左）にアドバイスする森川社長（右）ら（7月 19 日、
５C棟で）＝平嶋健人撮影
空を見上げ、宇宙を感じる
投影機の調整をする会員（8月 30 日、栗原交流センターで）
日、つくば駅で）
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ベースを弾く TOJO会長の寺下さん（9月 21 日、松美池前
フォーク村・TOJO 合同ライブ
3 面へ
ドリブルで仕掛ける中野誠也（9月 28 日、早稲田大戦で）
常総 100 キロ徒歩の旅
8 面へ
30 度を超える猛暑の中、三度笠をかぶりゴールを目指す
関東大学リーグ戦
11 面へ
粘りの投球で５回を無失点に抑える西島（9月 14 日、城西
首都大学秋季１部リーグ戦
次号は
11月
4日（火）発行予定です
8 面へ
　
10月で本紙は
40周年を迎
えます。 「筑波おろし」では記者としての誓いが記されていますが、一つ付け足すとすれば「マンネリの打破」でしょうか▼ミニ特集で取材したＯＧが、創刊時の紙面について「全てが手探り状態だった」と話していたのが印象的でし が、今はもう違います。
40年と
いう歴史で培った編集ノウハウがあります▼しかし、伝統が革新を阻害すること
もあります。先日、あるＯＢから「
10年以上、レイア
ウトが変わっていない」と指摘を受けました。まさしくマンネリです▼今号のレイアウトが、いつもと少し違うことにお気づきになたでしょうか。執行代の創意工夫の結果でもありますが、マンネリへのささやかな対抗でもあります▼「新聞の自由とは批判の自由」……自らに対しても批判的に反省を繰り返し、よ 良い紙面を目指していきます。
（編集長・平嶋健人＝
社会学類３年）
　
筑波大学社会貢献プロジェクトの一
環として２０１０年から活動している「つくバグ」の創設者。小学生を対象に虫採りや昆虫標本作りなどを通して、虫についての知識や自然と触れ合うことの楽しさを教えている。　
筋金入りの昆虫好き。幼少期を西東
京市で過ごしたため、興味の対象はど
やりたいことはすぐ行動へ
虫の魅力を広く伝える
筑波大学社会貢献プロジェクト「つくバグ」の創設者
山口 芽衣 さん（持続環境２年）
こにでもいるような身近な昆虫だった。小学生の時はダンゴムシに夢中になり、学校帰りに両手いっぱいに集めてはポケットや帽子に入れて持ち帰っていた。中学校では「虫に関しては誰にも負けたくない」という思いから、休み時間に虫を採って机の中で飼い、常に昆虫図鑑を眺めていた。理科の先
生の影響でチョウに最も興味を持ち、先生と山梨県の山まで行き、見たこともないチョウを捕まえ、名前を教わった。 「たくさんの虫の名前を知っている、 捕まえている」ことが喜びだ た。　
とこ
ろ
が高校入学後、 「虫の名前を
たくさん知っているが、その虫が何を食べるのか どんな暮らしをするのか、何も知らない。も と知らなければ」と思い立った。近所の東京農工大の図書館に通い詰め、英語で書かれたチョウの論文を片っ端からコピーし、辞書を引きつつ授業中に読みふけった。　
高校２年生の時、 高校の先生から
「そ
んなに虫が好きなら何か形にしてみなさい」と言われ、チョウの
翅はね
の開き方
と光の強さの関係性を実験し、レポートで提出。先生に「もっと専門的な知識のある人に読んでもらえば」とアドバイスされ、ちょうど東京で開かれていた、チョウやガ 研究者のシンポジウムに単身乗り込んだ 参加していた東京大の先生と国際基督教大 （ＩＣＵ）
の教授から「僕の研究室に来て実験をしていいよ」と誘われた。それからは東大とＩＣＵに通って実験を続け、光の強さを調節できる専門的な機材を使い、どの程度 強さの光にチョウが反応する か、正確な数値を計測。高校３年生の時に成果を学会で発表した。　
大学入学直後から松山茂講師（生環
系）の研究室に出入り 、精力的に研究を続け、つくば市で開かれるさまざまな分野の学会に参加した。１年生の時にチョウの翅の開き方と光 強さの関係性の実験を終え、その後は昆虫が食べ物を見分ける化 的仕組みについて研究している。ずっとチョウにこだわっていたが、大学入学後は昆虫全般の面白さがより分かってきた いう。　
大
学
３
年生の時につくバグを発足。
筑波大には昆虫を扱う研究室が多くあるが、そ 枠を越えて交流を行う機会はほとんどない。 「虫好き 集 っ何かできないだろうか」 。その思 が発足のきっかけ 。虫好き仲間と話し
合い、 「虫の知識や魅力を発信し、多くの人と共有したい」 。もともとは 「つくば虫の会」という名前だったが、より親しみやすくするため、虫を「バグ（虫の英語名） 」と表記し、 「つくば」とくっつけた「つくバグ」という名前になった。ともすれば保護者が敬遠しがちな「虫好き」という個性。それを肯定し、将来偉大な虫の研究者になるかもしれない芽を育てる。そして虫好き仲間と出会い、 の面白さを共有する。つくバグではそのよう 場を提供している。　「ただ虫が好き」
。だが、それを「好
き」
だけで終わらせずに、
「好きだから」
行動を起こしていく。 その結果、 「趣味」が「社会貢献」につながった。今後は昆虫だけでなく、さらに自分の興味を広げたいという。 「やりたいと思ったことはすぐ行動に起こせばい 」 。の精神で、これからも小さな興味から大きな行動を起こしていくだろう  （油布知夏＝人文学類２年、写真も）
?? ?
休日も虫採りに勤しむ山口さん（9月 29 日、虹の広
で）＝原啓一郎撮影
＝森脇慎撮影
大戦で）＝鈴木拓也撮影
小学生（8月 5日、取手市で）＝田中開撮影
場で）
